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はじめに

本委員会は、評価を通じて静岡県立美術館の自律的かつ継続的な運営改善を推進すること

を目的として、平成 18年９月に発足しました。

本委員会の使命は三つあります。第一は、県立美術館が自ら行う自己評価（一次評価）に

対して、外部の視点から二次評価することです。第二には、美術館に対する県庁（本庁）の

支援体制を委員会が独自の視点に立って評価することです。第三は、美術館の運営及び評価

の方法について、次年度の改善に向けた提言をすることです。

本年度の活動としては、令和７年７月に第三者評価委員会を開催し、令和６年度の美術館

自己評価に対する二次評価、設置者の取組に対する意見、今後の改善課題について討議しま

した。この報告書はその結果に基づき作成したものです。

本報告書が県庁と県立美術館のますますの発展と充実に資することを願います。

令和８年２月

静岡県立美術館第三者評価委員会

委員長 松本 透
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【報告編】
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１ 静岡県立美術館第三者評価委員会について

静岡県立美術館第三者評価委員会委員名簿（敬称略、五十音順）

令和７年度の活動

氏 名 役 職

委員長 松本 透
まつもと とおる

公益財団法人石橋財団アーティゾン美術館 副館長

委 員 稲庭 佐和子
いなにわ さ わ こ

独立行政法人国立美術館本部 主任研究員

〃 荻原 康子
おぎわら や す こ

公益財団法人墨田区文化振興財団 専門員

上田市交流文化芸術ｾﾝﾀｰ 館長兼総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

〃 貝塚 健
かいづか つよし

千葉県立美術館 館長

〃 小泉 順也
こいずみ ま さ や

一橋大学 言語社会研究科 教授

〃 櫻井 透
さくらい とおる

静岡銀行株式会社 元会長

〃 田中 啓
た な か ひらき

静岡文化芸術大学文化政策学部 教授

〃 中村 美帆
なかむら み ほ

青山学院大学 総合文化政策学部

総合文化政策学科 准教授

〃 前田 忍
ま え だ しのぶ

サンクスループ株式会社 代表取締役

会議名等 内容等

静岡県立美術館

第三者評価委員会

日時：令和７年７月 31 日（木）14:00～16:00

会場：静岡県立美術館 講座室

内容：（１）美術館自己評価結果について

（２）設置者の取組について
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評価システム全体図（第三者評価委員会の位置付け）

県 庁

スポーツ・文化観光部

美術館

第
三
者
評
価
委
員
会

自己評価報告書

設置者の取組
内
部
検
討

＜評価報告書＞

①美術館自己評価の２次評価

②設置者の取組への意見

③運営改善に向けた提言
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静岡県立美術館第三者評価委員会設置要綱

（設置）

第１条 静岡県立美術館（以下｢美術館｣という。）では、より良いサービスの提供を図るた

め、事業の運営等の効果について、多面的かつ客観的な測定・評価を行う自己評価活動を

実施しているが、美術館の自律的かつ継続的な運営改善を推進するため、美術館の自己評

価及び県庁の支援体制等を第三者の視点から評価する「静岡県立美術館第三者評価委員

会」（以下「委員会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所管する。

（１）美術館の自己評価に対する２次評価

（２）県庁の支援体制等に関する評価

（３）評価結果の報告及びそれに基づく美術館の運営改善に向けた提言

（４）その他、この委員会の目的達成に関すること

（委員）

第３条 委員は、知事が委嘱する。

２ 委員の人数は、10 名以内とする。

３ 委員の任期は２年とする。ただし、その委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。

４ 委員は、再任されることができる。

（委員長）

第４条 委員会に、委員長１人を置く。

２ 委員長は、知事が指名する。

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。

（会議）

第５条 委員会は、委員長が招集する。

２ 委員会は公開とし、その傍聴に関して必要な事項は、別に定める。

３ 委員会は、必要に応じて個別課題検討のための分科会を置くことができる。

４ 委員会及び分科会には、委員以外の者に出席を求めることができる。

（事務局）

第６条 委員会の事務を処理するため、事務局を静岡県スポーツ・文化観光部文化政策課内

に置く。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が別に定める。

附 則

１ この要綱は、平成 18年９月 21 日から施行する。

２ この要綱の施行の日に委嘱する委員の任期は、第３条第３項の規定にかかわらず、平成

20年３月 31 日までとする。

（最終改正 令和２年９月 30日）
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２　令和６年度 静岡県立美術館第三者評価委員会　評価総括表

自己評価 第三者評価

1 作品購入件数・価格（件・千円） ― 千円
2

1,100
件

千円

2 作品寄贈件数・価格（件・千円）  ― 
件

千円
101

84,180
件

千円

3 収蔵品の公開件数（件） 300 　　件 297 　　　件

4 収蔵品展のみの観覧者数（人） 12,500 　人 13,809 　　　人

5 ロダン館の観覧者数（人） 50,000 人 45,171 人

6 収蔵品に関する調査研究の発表回数（回） 9 回 6 回

7 コレクションを活用した教育普及プログラム数（件） 18 件 16 件

8 修復したコレクションの件数・費用（件・千円） 1,900 千円
2

6,187
件

千円

9 公開・貸し出した展覧会における学芸員のレポート【定性】  ― 別添

10 展覧会の来館者数（人） 124,250 人 106,502 人

11 自主企画・企画参加型の展覧会の回数（回） 4 回 4 回

12 作品やテーマに興味を持った人の割合（％） 92.0 ％ 95.0 ％

13 展覧会に対する外部評価　【定性】  ― 別添

14 調査研究の発表回数（回） 20 　　回 30 　　　回

15 内部セミナー・研究会・研修の回数（回） 11 回 14 回

16 他の美術館や大学と連携した取組件数（回） 4 回 3 回

17 調査研究に関する外部評価　【定性】  ― 別添

18
学校教育と連携した取り組み数(件)
　うち特別支援学校と連携した取り組み数（件）

110
10

件
155
23

件
件

19 鑑賞系プログラム数（件） 20 件 19 件

20 webを活用したプログラム数（件） 3 件 1 件

21 普及・教育プログラムに関する美術館職員のレポート　【定性】  ― 別添

22 講演会等の開催件数（回） 90 回 123 回

23 学芸員のフロアレクチャー等の数（回） 70 回 71 回

24 館内空間を生かした催事の件数・参加者数（件・人）
12

3500
件
人

23
5210

件
人

25 地域住民等と連携した取組数（件） 8 件 7 件

26
地域住民、企業、文化関係団体等と連携した取組に関する職員レ
ポート　【定性】

 ― 別添

27 美術館に関する情報が「入手しやすい」とする人の割合（％） 80.0 ％ 81.6 ％

28
デジタルアーカイブによる情報発信
　・作品作家情報の追加および更新件数／全公開件数（件）
　・現代美術関連資料の公開件数（件）

400/3100
14,000
30,500

件
件

432/3,135
13,603
30,833

件
件
件

29 ホームページのアクセス件数（件） 1,200,000 件 1,495,743 件

30 facebook、インスタグラム、ツイッターの発信数／ビュー数（件） 1,000,000 件
542／

2,066,832
件

31 facebook、インスタグラム、ツイッターのエンゲージメント等の件数（件） 30,000 件 98,240 件

32 観光業界や他のイベントとの広報連携の取組数（件） 15 件 15 件

33 教育機関への情報発信数（件） 8 件 6 件

34
広報手法における新たな取組状況に関しての美術館職員のレポート
【定性】

― 別添

35 美術館利用者数（人） 197,395 人 200,202 人

36 鑑賞環境に対する満足度（％） 90.0 ％ 94.1 ％

37 レストランに対する満足度（％） 95.0 ％
97.8
72.5

％

38 ミュージアムショップに対する満足度（％） 97.0 ％
99.3
83.9

％

2
周辺環境やアクセスの利
便を向上させます

39
来館者のアクセス満足度
　上段：公共交通機関利用
　下段：自家用車利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

80.0
70.0

％
％

79.8
73.1

％
％

3 運営基盤を強化します 40 運営基盤の強化等に関する職員レポート【定性】 ― 別添

第三者評価委員意見

【使命】　＝基本理念（美術館のめざす姿）
静岡県立美術館は、創造的で多様性に富んだ社会を実現していくために存在します。
そのために、人々が多種多様な美術表現を体験し、新たな価値と出会い、考え、理解し合う場を提供するとともに、学校や地域社会との連携を積極的にめざします。
その活動の基盤にコレクションを位置づけ、成長させ、未来へと伝えます。

計画（Ｐ） 実施状況（Ｄ） 評価（Ｃ）

重点目標 評価指標 R6目標 R6実績

取組の状況
・文化芸術を通した共生社会の実現を目指して、ふじのくに芸術祭に「障害者文化芸術部門」を新設し県民が多様な表現活動に触れる機会を
提供した。
・新文化施設の利活用に向けた取組や、美術館を始めとする文化施設の夜間活用や収蔵品のデジタルコンテンツ制作など、新たな体験機会
の提供による魅力の発信に取り組んでいる。
・中期維持保全計画に基づいた改修工事（ロダン館非常用発電設備更新など）を行っている。

・作品購入のための予算については県に対しても、寄贈に頼っているのでは駄目なのだというところを、やはり言っておかなければいけないなと思う。（荻原委員）
・文化に触れる活動としての共生社会の取組は定期的かつ継続的に行っていくべきかと思われる。それは普段の生活の中で触れる事が難しい方がまだ多くいるため、リアルの場を提供できる事がアートの強みであるため。（前田委
員）
・施設の老朽化は安全面を最優先して引き続き行っていただきたい。（前田委員）

基本方針

1
収集方針に従い持続的に
作品を収集します

1
新たな視点や工夫に基づ
く企画展を積極的に開催
します

2
他の美術館・大学との連
携を進め、企画力を強化し
ます

1
質の高い芸術教育と普及
のプログラムを開発します

2
講座・講演会・シンポジウ
ム・演奏会等を充実します

3
地域住民、企業、文化関
係団体等と連携した美術
館活動を充実します

1
広報戦略を策定し、広報
の質を高めます

2
観光業界等と連携した新
たな広報チャンネルの開
拓に取り組みます

E
環境・施設の
整備や運営基
盤の強化に努
めます。

1
館内施設を充実させ、満
足度を高めます

【成果】
・展覧会観覧者数は目標に届かなかったものの（指標10）、館内施設を利用したイベント開催やレストラン利用者数の増加により、美術館全
体の利用者数は増加した。前年度からてこ入れを続けてきた情報コーナーについて、改修のうえ自動販売機を設置するなど、展覧会鑑賞だ
けではない美術館全体の利用満足度を上げる取組みも成果を挙げた。
・アクセス上の課題について抜本的な解決は難しいものの、シェアサイクルステーションの誘致や周辺駐車場の借用など、様々な対策が功を
奏し、アクセス満足度は比較的安定してきている。
・企画展「無言館と、かつてありし信濃デッサン館展」展への企業協賛、クラウドファンディングによる彫刻プロムナードの作品修復及び再整
備など、運営基盤強化のための新たな取組みが大きな成果を挙げた。

【課題】
・施設の老朽化は深刻な課題であり、中期維持保全計画に基づく改修を計画的に進めていく必要がある。
・運営基盤の強化のために、今年度の取組みの分析に基づく継続的な連携強化、新たな連携関係構築など、情報収集と積極的な働きかけ
を今後とも行う必要がある。

・40周年に向けて、応援してくれる企業の社名が出ているポスターを張り出すとか、個人の
共感を得ていくための発信と受け皿とコト、これだったらお金を出すという仕掛けを総合的に
考えていかなければいけないのだろうと思う。（荻原委員）
・全体的なところで、自己評価の成果と課題をきちんと分けて把握されていて、特に課題の
ところは問題点、課題を列挙するだけではなく、次につながるような記述がされているので、
ぜひそういう課題から得た教訓を次の時に生かしていただきたい。（田中委員）
・文化庁の「博物館の望ましい基準」の議論について、何が新たな変化として生まれつつあ
るのかということを気にして次年度に備えていくとよいと思う。（小泉委員）

設置者の取組

A
特徴あるコレ
クションを形成
し、効果的に
活用します

【成果】
・前年度と同様、少額ではあるものの購入予算が確保され、既収蔵品とゆかりの深い日本画・現代美術各１点を購入することができた。
・作品90件・資料11件の寄贈を受け、コレクションを充実させた。2023年に閉館したヴァンジ彫刻庭園美術館（長泉町）からの61件一括寄贈
の受入は、同館の特徴的な活動をコレクションを通して後世に伝えていくものであり、県立美術館として重要な役割を果たす機会となった。
・収蔵品展４本のうち２本を企画展関連展示として構成した。コレクションの新たな価値の発見と魅力の発信に有益だった。
・ロダン館30周年にあたり小企画展を開催、改めてロダン館への関心を喚起する機会とした。
・屋外彫刻の修復とプロムナードの環境整備を目的として初めてクラウドファンディングを実施、目標額1,000万円のところ190名の方から
10,609,000円のご寄附をいただき、彫刻プロムナードの魅力回復を一歩進めることができた。
・毎月開催する学芸課研究会および来年度の開館40周年記念企画展の準備の段階で、コレクションの検証に努めている。

【課題】
・収集方針に則った継続的な収集活動のために購入予算の確保は切実な課題である。あわせて、少額であっても予算額に応じた最善の作
品購入ができるよう、日頃の情報収集がますます重要となる。
・コレクションを核とした多様な活動が展開しているが、40周年を契機とした対外的な発信につなげられるようさらに充実を図る。
・クラウンドファンディングの取り組みを通して得た経験やノウハウを共有し、今後に生かす。また、顕在化した支援者の存在を意識し、美術
館に関心を寄せてくれるファン層の期待に応える活動を展開することで、支援体制の強化へとつなげる工夫が必要である。
・令和6年度の作品修復費用は全額クラウドファンディングの成果を基にしているが、コレクションの適切な保存管理、継承のため、また突発
的な事態に対応するためにも通常予算の確保は必要である。
・コレクションの重要性を発信し、美術館の役割について理解を促すための広報面の方策について目配りする。

・クラウドファンディングはある意味大成功といっていいんじゃないかと思うが、私が考える
成功の要因というのは、しっかりと準備されたということもあると思うし、県美として初めての
試みだったので目を引きやすかったという点と、何に使うかということが非常に明確に示さ
れていて、切実感が伝わってきたので、寄付しようと思った方もかなりいたのではないか。
（田中委員）
・ふるさと納税の活用、クラウドファンディングについては、マンネリ化してしまうと効果が薄
れることが予想されるため、１～２年に１回、毎回違う切り口（目的・用途・リターン等）で企画
して、クラウドファンディングも美術館広報の一環、美術館の活動に理解を深めてもらうきっ
かけの１つとして、位置づけていければよいのではないかと考える。（中村委員）

2

コレクションの新たな価値
を発見し広く発信するとと
もに、適切に後世に伝えて
いきます

B
人々の感性を
豊かにし、生
活に新たな感
動をもたらすよ
うな展覧会を
開催します

【成果】
・館内空間を縦横に活用して動く彫刻を展示した「テオ・ヤンセン」展、当館の最重要テーマである風景画に正面から取り組んだ「カナレットと
ヴェネツィアの輝き」展、館長の企画立案により静岡独自の新たな視点で組み上げた「無言館と、かつてありし信濃デッサン館」展、知られざ
る近代日本画家を顕彰した「石崎光瑤」展と、バラエティに富んだ特色ある企画展４本を開催することができた。これにより、基本理念にうたう
「人々が多種多様な美術表現を体験」することに貢献した。
・無言館展では県内企業４社から協賛を得て多くの関連イベントを展開することで、リピーターを集め、観覧者の展覧会への理解を深めた。
マスコミ等を介さず美術館が企業と直接コンタクトを取り協賛を得たのは初めてのことである。
・ロダン館30周年を記念した小企画展を開催、ロダンやブロンズ彫刻について理解を深める内容で好評を得た。
・作品やテーマに興味を持った人の割合は95.0％と例年よりも高い数値となった。一方で、観覧者数は企画展・収蔵品展で対見込82.5％とや
やふるわなかった。 
・調査研究の発表回数は増加傾向にある。特に各学芸員の調査研究を元にした外部への出講・寄稿等が増加していることは、他機関との連
携強化と個々の研究および企画力の強化につながり、評価される。

【課題】
・テオ・ヤンセン展のターゲット層にはSNSが功を奏したが、カナレット展や無言館展では効果的な広報が打てなかった。展覧会の特性に応じ
た戦略的な広報展開は当館の慢性的な課題である。
・無言館展を通して獲得した協賛企業との協力関係を発展させるため、継続的な取組みと仕組みのブラッシュアップが必要である。
・調査研究の充実は美術館活動の発展の基盤をなすものであり、今後とも継続して環境整備に努め、充実を図る。

・「テオ・ヤンセン展」の目標値は12万4,250人で、実績10万6,000人は相当頑張ったと言って
良いのではないかと思う。（貝塚委員）
・できれば年齢別などの顧客分析で増減した年齢層でそれに対する必要なマーケティング
の策定に繋げられればよいと思う。（前田委員）
・何か意欲的な、あるいはこれまでにない記述の企画を立ち上げていく時に、こうしたアン
ケートを心に留めて計画をしていくということがあってもいいかなと思った。（小泉委員）

C
地域や学校教
育との連携を
深め、質の高
い芸術教育と
普及活動を展
開します

【成果】
・学校教育と連携した取り組みは、特別支援学校の利用も含めて増加した。
・学校団体のボランティアスタッフとの鑑賞や、地域連携・草薙ツアーグループによる展覧会にちなんだおもてなしなど、ボランティアの活躍す
る機会が増えている。制度変更（1年更新制、募集年齢引き下げ）により組織の柔軟性が増したことで活性化が進んでいると考えられる。
・講座系のプログラムは安定的に開催できている。加えて、ロダン館でのヨガ体験や芝生園地でのテオ・ヤンセン展イベント実施、石崎光瑤
展での見えない人と見える人のおしゃべり鑑賞会など、多様なイベンを開催した。
・無言館展においては、企業協賛金を獲得したことにより、多彩なイベントを実施することができた。
・アーツカウンシル主催の「静岡県の文化への投資に関する研究会」に参加し、文化芸術への投資がもたらした効果を検討した。

【課題】
・学校連携の定着が進んでいるが、特別支援学校のためのプログラム開発と利用促進、遠方地域でも利用しやすいプログラム提供など、さ
らなる展開を工夫する。
・アクセシビリティに関しての意識は徐々に高まっているが、取り組むべき課題は多くあり、底上げのための全体の意識向上の取組みと個別
の課題への対応とを、優先順位をつけつつ計画的に取り組む必要がある。
・ボランティアとの連携で活動の幅が広がっていることから、ボランティアへの信頼や期待が高まっている、。この気運を生かしてさらなる連携
強化と発展につなげたい。
・クラウンドファンディングの活用により彫刻プロムナードを整備し、館内空間だけでなく周辺環境も含めた美術館の魅力強化が進んでいる。
評価指標の見直しが必要な時期となった。

・これから特にアクセシビリティについて公立の文化施設は考えていかなくてはならないと思
う。（荻原委員）
・地域住民等と連携した取り組みというところにボランティアの説明があった。せっかくある
組織なので、長い間美術館に対する愛着を持ってくれた方々がいると思うので、これをどう
やって活性化させて若い人もそこに引き込んで拡大していくかというのは、ボランティアの拡
充と一緒に今後の課題として考えていっていただければいいのでは。（櫻井委員）

D
さらに積極的
な広報を工夫
し、美術館活
動の情報発信
に努めます

【成果】
・「テオ・ヤンセン展」における広報や,クラウドファンディングにまつわる情報発信、ミュージアムショップのオリジナルグッズの紹介などで、効
果的にSNSを活用し、成果を挙げた。
・クラウドファンディングの成果を伝える動画を作成し、Youtubeで公開した。効果的な広報手段を探るうえでの試金石となった。

【課題】
・当館SNSにおいても動画に注目が集まりやすいことが明らかとなったが、一般的な美術品を展示する展覧会ではどのようにすれば効果的
な動画を制作できるか、工夫が必要である。
・企画展の合間にはSNS投稿の頻度が下がる傾向にあり、必然的に閲覧者数が減る。年間を通じて途切れなく情報発信を行うための体制整
備が必要である。
・デジタルアーカイブによる情報発信についてはボランティアの協力のもとで進展している部分と、予算がなく進展が難しい部分とがある。今
後とも継続的な情報発信の強化に向けて人的、予算的な手当を工夫する必要がある。
・観光業界等との連携については今後の強化が課題である。

・千葉家立美術館ではホームページの改善、隣接の施設との連携に向けた来訪者の動向
調査においてブランディング・アドバイザーを活用している。（貝塚委員）
・広報発信は、美術館から外部への情報発信と、アンケートや要望・意見を得るという意味
で美術館の口と耳に当たる部署。仮に人がつかなければそれに代替する手立ては重要。
（松本委員長）
・写真や動画など「ＳＮＳで映える広報素材」を参加者に作成・提案してもらえるような企画
（例：ロダンの彫刻をかっこよく撮影するコツをプロに教わる撮影会、等）を実施して、そこで
作られた画像や動画を実際に広報に活用するという方法もありうるかと思う。広報のプロセ
スも広報にしてしまうような、参加型の企画を工夫できるように感じられた。（中村委員）
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基本方針Ａ

R４実績 備考

1 作品購入件数・価格（件・千円）
0
0

2
1,000

千円 ― 千円
2

1,100
件

千円

2 作品寄贈件数・価格（件・千円）
76

1,099,050
18

22,670
件

千円
 ― 

件
千円

101
84,180

件
千円

3 収蔵品の公開件数（件） 393 416 　　件 300 　　件 297 　　　件

4 収蔵品展のみの観覧者数（人） 8,296 8,696 　人 12,500 　人 13,809 　　　人

5 ロダン館の観覧者数（人） 51,380 29,406 人 50,000 人 45,171 人

6 収蔵品に関する調査研究の発表回数（回） 6 9 回 9 回 6 回

7
コレクションを活用した教育普及プログラム数
（件）

16 18 件 18 件 16 件

8 修復したコレクションの件数・費用（件・千円）
6

496
18

4,643
千円 1,900 千円

2
6,187

件
千円

9
公開・貸出した展覧会における学芸員のレポー
ト【定性】

別添 別添 別添 別添

基本方針   A  特徴あるコレクションを形成し、効果的に活用します

計画（Ｐ） 実施状況（Ｄ） R7.3.31現在 評価（Ｃ）

重点目標 評価指標 R5実績 R6目標 R６実績 自己評価

1
収集方針に従い持続
的に作品を収集しま
す

【成果】
・購入予算110万円をもとに既収蔵品とも関連の深い２点の作品を購入した。いずれも展示活用の機会が多く見込まれ、研究の
進展に寄与する作品である。
狩野探信守政《雑画貼交屏風》17-18世紀（江戸時代）　絹本着色　屏風装
小山田二郎《狂女》1954年（昭和29） キャンヴァス、油彩　額装
・作品90件・資料11点を寄贈いただいた（日本画4点、日本洋画2点、西洋美術1点、現代美術作品83件・資料11点）。展覧会開
催や調査研究といった日頃の地道な活動が評価され、実を結んだものといえる。
・現代美術の新収蔵品のうち61件はヴァンジ彫刻庭園美術館からの寄贈である。ヴァンジ彫刻庭園美術館の特徴ある活動は静
岡の現代美術史を語るうえで欠くことのできないものであり、その遺産ともいえるコレクションを受け継ぎ、活動の記憶とともに後
世に伝えていくことは、県立美術館として重要な役割である。

【課題】
・購入予算が継続して確保されたことは成果であるものの、美術館のコレクションにふさわしい作品を110万円以内で探すのは現
実的に大変困難である。現在のコレクションを生かしていくためにも購入活動の継続は美術館にとって生命線であり、拡充が求
められる。県庁と協力して仕組みの検討が必要である。
・今後も継続して購入、寄贈の候補となり得る作品の情報収集に務め、収集に結び付けていく。

2

コレクションの新たな
価値を発見し広く発
信するとともに、適切
に後世に伝えていき
ます

指標3
収蔵品展（191）・企画展（9）・移
動美術展（0）＋貸出（97）

指標７
詳細は「教育普及実数内訳」参
照

【成果】
・企画展「カナレットとヴェネツィアの輝き」展の関連収蔵品展として「ピラネージとローマの景観」、企画展「生誕140年記念　石崎
光瑤」展の関連収蔵品として「異国への眼差し」「絢爛たる花鳥画」を開催、企画展と関連づけることでコレクションの新たな魅力
を発信する機会とし、来館者にも概ね好評だった。コレクションによる企画展の開催がなく収蔵品の公開件数は減少したものの、
収蔵品展の組み立てを工夫することで来館者にコレクションを印象付けることができた。
・ロダン館30周年にあたり、収蔵品展スペースで記念小企画展を開催した。《地獄の門》について掘り下げることで、常設展示で
あるロダン館について改めて興味を喚起し、好評を得た。
・ふるさと納税制度を利用して、彫刻プロムナード再生のためのクラウドファンディング「次世代へつなぐ、アートとみどりの散歩
道再生プロジェクト」を実施し、トニー・スミス《アマリリス》、清水九兵衛《地簪》の２点の修復を行うことができた（約620万円）。通
常予算では高額の修復費の捻出が難しい状況だったが、彫刻プロムナード全体を整備して美術館へのアプローチの魅力を高め
るという趣旨が理解を得られ、クラウドファンディングが成功し、作品保存のための手当てができたことは大きな成果である。

【課題】
・美術館活動の基盤にコレクションを位置付けることを明確にしたことで、コレクションの魅力発信に積極的に取り組む気運が高
まっており、収蔵品展の内容充実などで成果を挙げた。一方で、近年の収集活動は寄贈に頼る部分が多くなり、作品購入はまま
らない状況が続いている。収集方針に基づく作品購入は、一貫性を持った発展的な美術館活動のために必要であり、関係各所
の理解を促しながら予算確保のための工夫が必須である。
・コレクションに限っての調査研究の発表回数や教育普及プログラム数はやや減少した。コレクションの公開にまつわる新たな
活動の展開は重要だが、これまで進めてきたコレクションの調査研究や教育普及活動は地味ながらその基盤をなすものであり、
継続的な充実を目指して注意を払っていく必要がある。
・彫刻作品の修復を軸にした屋外環境整備をめざすクラウドランディングの実施は、令和6年度の大きな成果だった。寄附にまつ
わる手続き等についての知識、情報発信の効果的な手法、寄付者とのコミュニケーションのあり方、あるいは担当職員による
チームの運営方法など、取組みを通して得たノウハウを次につなげていくために成果と課題の検証が重要である。
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基本方針B

R４実績 備考

10 展覧会の来館者数（人） 98,861 55,565 人 124,250 106,502 人

テオ・ヤンセン展（75日間） 人 44,750 人 43,792 人

◆カナレットとヴェネツィアの輝き （57日間） 人 33,000 人 18,224 人

◆無言館と、かつてありし信濃デッサン館（56日
間）

人 22,000 人 10,403 人

◆石崎光瑤（50日間） 人 10,000 人 18,117 人

◆ロダン館30周年記念小企画
《地獄の門》ができるまで：素描、試作から完成
へ（59日間）

人 3,096 人

収蔵品展（288日間） 8,296 8,696 10,713 人

移動美術展
（島田市金谷生きがいセンター夢づくり会館）

1,371 2,719 2,000 人 2,157 人

11 自主企画・企画参加型の展覧会の回数（回） 4 3 回 4 回 4 回

12 作品やテーマに興味を持った人の割合（％） 91.8 92.1 ％ 92 ％ 95.0 ％

13 展覧会に対する外部評価　【定性】 別添 別添 別添 別添

14 調査研究の発表回数（回） 26 21 　　回 20 回 30 回

15 内部セミナー・研究会・研修の回数（回） 11 11 回 11 回 14 回

16
他の美術館や大学と連携した取り組み件数
（回）

3 3 回 4 回 3 回

17 調査研究に関する外部評価　【定性】 別添 別添 別添 別添

基本方針   B  人々の感性を豊かにし、生活に新たな感動をもたらすような展覧会を開催します

計画（Ｐ） 実施状況（Ｄ） R7.3.31現在 評価（Ｃ）

重点目標 評価指標 Ｒ５実績　 R６目標 R6実績 自己評価

12,500 人

2
他の美術館・大学と
の連携を進め、企画
力を強化します

指標14
論文発表(18)＋外部出講
（12）

指標16
静岡県博物館協会事務局、
「無言館と、かつてありし信濃
デッサン館」展開催、「生誕
140年記念　石崎光瑤]展開
催

【成果】
・学芸員の外部出講等の機会が増加しており、個々の調査研究に基づく外部との連携が進展している。
・他機関との連携により展覧会内容を充実させることができた。連携を企画力強化につなげて成果を挙げている。

【課題】 
・展覧会開催や作品収集の基盤となる調査研究は継続的な強化が必要であり、今後とも安定的に調査研究に取組み、発信していくための環境整備
が求められる。現状では図書購入費が縮減され実情にまったく追い付いておらず、大きな課題である。
・調査研究に関する外部評価では、論文内容を発実させて展示に結びつけていくための提言をいただいており、調査研究を展覧会として形にし、広く
還元していくことが重要である。

1
新たな視点や工夫に
基づく企画展を積極
的に開催します

◆は、自主企画展 【成果】
・テオ・ヤンセン展／オランダの美術家テオ・ヤンセンが制作した「ストランド・ビースト」を展示。機械工学を応用した「ストランド・ビースト」は、生物のよ
うに自走し、展示室では実際に動く様子を毎日観覧できた。家族連れを中心に多くの来場があり、当初の目標人数をほぼ達成し、収支も黒字となっ
た。またロダン館等にも作品を展示し、あまり来館経験のない来場者にも、当館所蔵品に触れる機会を提供した。
広報面では、まず臨時イベントを多数行い、話題創出に努めた。その予告や報告を含む関連情報を、SNSで積極的に投稿し、高い閲覧数を記録し
た。これが観客数増加にも寄与したとみられる。さらに、県の包括連携協定を利用しラグビー会場やショッピングモール等にブースを出展するなど、新
たな広報チャンネルを開拓した。

・カナレットとヴェネツィアの輝き／ヴェドゥータ（景観画）を本格的に紹介する日本初の展覧会であった。風景画を収集の柱の一つとする当館にとって
宿題となっていたテーマであり、40周年を前に実現出来たことは、大きな成果であった。カタログは各エッセイや作品解説だけでなく、資料性にも十分
に配慮し、例えば文献表は、カナレットについての文献はほぼ全て網羅している。今後この分野についての調査がなされる場合、必ず参照させると思
われる。出品作品も、カナレット以前、カナレット、同時代の作者や後継者、そしてヴェドゥータ以後のヴェネツィアを描いた絵画等、幅広くご覧頂くこと
が出来た。18世紀当時に人気を博したカメラ・オブスキュラをお客様に体験して頂くことも出来た。

・無言館と、かつてありし信濃デッサン館／本展では、病や戦争によって夭折した日本近代の画家たちの作品を展示し、この時代に若者たちが絵画
制作に注いだ熱意に触れる機会を提供した。また、無言館によって遺族の手元に遺品としてあった戦没画学生の絵が作品として鑑賞されることに
なったという様相に焦点をあてることで、絵が美術品として認知される仕組みや美術館という装置の役割について問いかける内容となった。一面的な
見方に陥らぬよう戦争と画家の関係を多角的に紹介するとともに、観覧者にとってより身近な問題として受け止められるべく、寄託品を交えながら静
岡ゆかりの戦没画学生を掘り下げて紹介した点も、本展の重要な成果である。

・石崎光瑤／明治後期から昭和前期に石崎光瑤について、代表作を含む優品とともにスケッチや資料類を豊富に取り上げ、写生と古典学習を軸とし
た光瑤の画業を紹介した。知名度が高いとは言えない光瑤の魅力を広く発信するとともに、今後の研究進展に向けて基礎資料となる図録を刊行する
ことができのは大きな成果といえる。光瑤が大正期以降の伊藤若冲研究の第一人者であったことから、所蔵品・伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》を同時
期の収蔵品展で展示、光瑤と若冲の関連を通して近代画家による古典学習の実態を示し、より広範な近代絵画の問題についても触れる機会とした。
結果として観覧者数は見込みを大きく上回った。光瑤の作品の力であるとともに、静岡新聞社との共催による広報展開、伊藤若冲の屏風による話題
作りが功を奏したものと考えられる。

・ロダン館30周年記念小企画「《地獄の門》ができるまで：素描、試作から完成へ」／当館のロダン館開館30周年を記念した企画展。《地獄の門》という
巨大なロダンの代表作（彫刻）ができるまで、どのように変化し、発展したのかを、当館コレクションおよび他館から拝借作品で構成した様々な関連作
や資料によって紹介し、作者のアイデアや制作のプロセスに迫った展覧会。ロダン館へと一直線に通じる本館第7展示室を会場として用いることで、
本展とロダン館を併せて鑑賞いただき、ロダン作品およびブロンズ彫刻への理解を一層深める一助ともなった。同時期に開催していた企画展「無言館
と、かつてありし信濃デッサン館」に関するアンケートにおいて、本展への質問がないにもかかわらず展示内容等を賞賛するご意見をいくつか頂戴し
たことにも、ロダンおよびロダン館の普及という当初目標は達成したことが現れている。

【課題】
・テオ・ヤンセン展／会期前半の平日は客足が伸び悩んだ。広報活動の開始時期が、諸事情により、当初の予定よりも1カ月ほど遅れたことが影響し
たとみられる。実行委員会内でスケジュールをしっかりと共有すべきであった。
開幕後にヤンセン作品を研究する高校のクラブ等の来場があった。もしも事前に各校に対して具体的な働きかけができれば、単に広報をするだけで
はなく協働等にも繋がり、より効果的な話題創出ができたのではないかと思われる。
本展では客層が比較的若かったためか、これまでになくキャッシュレス決済が多く、支出における各種手数料の総額が看過できないほどに大きくなっ
た。今後、展覧会予算を組み立てるにあたっては、これを考慮する必要があろう。

・カナレットとヴェネツィアの輝き／出品作品の点数、就中カナレットの作品が少なかった。同時代の作者や後継者によるヴェドゥータの点数も、必ずし
も十分とは言えなかった。ヴェドゥータを語る上で必須とも云えるカプリッチョ（綺想画）の油彩がほとんど無かったのも、非常に残念である。今後、何ら
かの形でヴェドゥータをご覧頂く機会があるなら、これらの点が満たされるのが望ましい。また、本展ではヴェネツィアを主な舞台としたが、ローマやナ
ポリ等、ヴェドゥータが盛んだった他の都市の作品を取り上げることで、地域によって異なる主題や画風等を明らかにし、より広いヴェドゥータの世界を
ご覧頂けることであろう。

・無言館と、かつてありし信濃デッサン館／本展では、企業協賛により観覧無料日を設け、著名人を招いたイベントを実施するなど、多くの関連イベン
トを展開することで、リピーターを集め、観覧者の展覧会への理解を深めた。しかし、入館者数全体は伸び悩んだ。アンケート調査によれば、本展の
情報の入手のしやすさについて、全体では7.4％、新規来館者においては10.9％もの否定的評価があった。その要因の一つとして、来館者の約4分の
1を占めた70歳以上の層に有効と考えられる広報を展開できなかったことが挙げられる。予算の面で新聞広告が難しい場合、それに代替する高齢者
層にリーチする効果的な広報のあり方を検討したい。

・石崎光瑤／所蔵品との関連をひとつのきっかけとして開催した展覧会であり、企画展とコレクションの両方の魅力発信と話題作りの機会とすることが
できた。企画展と関連づけた収蔵品展開催については今後も工夫を続けていきたい。予想を上回る観覧者を迎えたことについて、新聞による広報が
有効だったのは間違いないが、アンケート結果によるとＳＮＳやウェブで情報を得た方の割合も高く、光瑤の華麗な絵画世界がウェブ上で効果的だっ
たことも一因として考えられる。従来の日本画ファン層に加え、ビジュアルから関心を持つ若年層を含む幅広い層を取り込めたことが観覧者増に寄与
しており、両方をとりこぼさないための広報の手当が今後とも求められる。

・ロダン館30周年記念企画「《地獄の門》ができるまで：素描、試作から完成へ」／特になし。
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基本方針C

R４実績 備考

18
学校教育と連携した取り組み数(件)
　うち特別支援学校と連携した取り組み数（件）　

91
10

100
8

件
110
10

件
件

155
23

件
件

19 鑑賞系プログラム数　 17 19 件 20 件 19 件

20 webを活用したプログラム数（件） 2 3 件 3 件 1 件

21
普及・教育プログラムに関する美術館職員のレ
ポート　【定性】

別添 別添  ― 別添

22 講演会等の開催件数（回） 79 86 回 90 回 123 回

23 学芸員のフロアレクチャー等の数（回） 67 46 回 70 回 71 回

24
館内空間を生かした催事の件数・参加者数
（件・人）

8
1,598

10
3,042

件
人

12
3500

件
人

23
5210

件
人

25 地域住民等と連携した取組数 7 7 件 8 件 7 件

26
地域住民、企業、文化関係団体等と連携した
取組に関する職員レポート　【定性】

別添 別添 ― 別添

基本方針   C  地域や学校教育との連携を深め、質の高い芸術教育と普及活動を展開します

計画（Ｐ） 実施状況（Ｄ） R７.3.31現在 評価（Ｃ）

重点目標 評価指標 R５実績 R６目標 R６実績 自己評価

1
質の高い芸術教育と
普及のプログラムを
開発します

詳細は「教育普及実数内訳」参照 【成果】
・需要が高いねんど・えのぐ教室やねんど・えのぐ開放日の実施日を増やすことで、より多くの学校や利用者を受け入れて実施
することができた。
・数年ほど実施していなかった「ボランティアスタッフとの鑑賞」プログラムの依頼が4件あり、学校からの観覧の需要や対話型鑑
賞を求める声が高まったことを実感した。
・「音のかけらワークショップ」についても長らく依頼がなかったが、視覚支援学校からの依頼で数年ぶりの実施が実現した。特
別支援学校にも効果的なプログラムとして今後も利用を促したい。
・全体的には、昨年度に比べ、学校教育との連携した件数や人数が、特別支援学校も含めて増加した。

【課題】
・特別支援学校が利用しやすいように既存のプログラムに変化をつけたい。
・ねんど・えのぐ教室に関しては市内の学校が中心であり、西東部の学校の利用はほとんどないのが現状である。遠方の学校
であっても利用しやすいプログラム内容を検討していきたい。
・観覧を促すために、プログラム内容に展覧会に関連した要素を取り入れたい。
・オンライン鑑賞教育プログラムの利用者数を把握できるようにし、利用の実態やニーズを把握することで、webを活用したプロ
グラムの開発につなげたい。
・webを活用したプログラムについては、ギャラリーツアーのオンライン実施は今年度はしておらず、実施時にトラブルが発生した
際の対応策等を検討しているところである。
・多数のプログラムを実施し、成果を上げているとはいえるが、年々予算が削減されている。教育普及にかかる予算の構成上、
主に講師、助手等の報償費を削減することになる。比較的予算のかからないプログラムなども考案しているところだが、一定程
度の予算確保は、好評を得ている既存プログラム継続の上でも重要である。

2
講座・講演会・シンポ
ジウム・演奏会等を充

実します

指標22
指標23＋特別講演会・シンポジウム(6)＋
ボランティア等によるギャラリーツアー(41)
＋演奏会等ロダン館普及事業（5）

指標23
美術講座(7)＋フロアレクチャー(27)＋オリ
エンテーション(11)＋出張美術講座(5)＋展
示関連普及事業（21）

指標24
ちょこっと体験（3件1366人）＋ロダン館コ
ンサート（2件444人）＋ロダンウィーク・《地
獄の門》ができるまで展クイズラリー（1件
545人）＋《地獄の門》ができるまで展「ロダ
ン館で、レッツ・ヨガ！」（1件22人）＋ボラン
ティアによる情報コーナー等でのお茶会（4
件1033人）＋テオ・ヤンセン展リ・アニメー
ション（12件1800人）

【成果】
・講演会や学芸員によるフロアレクチャーなど展覧会関連イベントに積極的に取り組んだ。
・テオ・ヤンセン展における館内空間を使った「リ・アニメーション」（作品の稼働）を計4日間（12件）実施し、多くの来館者に楽し
んでいただいた。指標22～24には該当しないが、同展では、アウトリーチ、野外イベントも実施し、多数の幅広い層にアプローチ
した。
・ロダン館開館記念展でのヨガ体験は、これまでにない普及事業の実施であった。
・無言館展では、企業協賛金を獲得したことにより、コンサートや映画上映などの展示関連普及事業、講演会など、多彩なイベ
ントを実施することができた。企業協賛による無料観覧日の設定も、前例にない試みである。
・石崎光瑤展では、視覚障害者と晴眼者によるおしゃべり鑑賞会を実施した。

【課題】
・企業協賛については、今後も継続して支援していただけるよう体制作りが必要である。
・アクセシビリティについては、日本語話者でない住民や障害者などを対象として、取り組むべき事項は多いが、マンパワーの
確保やノウハウの共有、継承などクリアすべきことが多い。
・クラウドファンディングにより、野外作品修復、環境整備を行った。今後は屋外空間の活用も進めるべきだが、それに伴い指標
24についても修正が必要か。

3

地域住民、企業、文
化関係団体等と連携
した美術館活動を充
実します

指標25
・ボランティア活動
・館内レストランとの連携
・「文化の丘フェスタ」クイズラリー
・草薙商店会との連携
・一般社団法人「草薙カルテッド」との連携
・美術館ボランティア「地域連携・草薙ツ
アー」グループとのイベント企画
・アーツカウンシル主催の「静岡県の文化
への投資に関する研究会」への参加

【成果】
・ボランティア活動については、 令和５年度より任期を１年として更新可能にすると同時に、資格年齢を20歳から18歳に引き下
げ、学生等の若年層にも参加しやすいものとした。令和６年度は131名を採用した。
・館内レストラン「ロダンテラス」と連携し、企画展ごとに県産食材を使用した特別メニューの提供を行い、5.300食の売れ行きだっ
た。
・草薙商店会、一般社団法人草薙カルテッドと連携し、美術館企画展と静岡の食の魅力体験ができる「ぐるめぐりスタンプラ
リー」を行った。155人の参加があった。
・ボランティア地域連携・草薙ツアーグループが、美術館の茶畑でのお茶摘みのイベントやそこで採れたお茶を使用した呈茶を
行った。
・アーツカウンシル主催の「静岡県の文化への投資に関する研究会」に参加し、文化芸術への投資がもたらした効果を検討し
た。

【課題】

・観光業界やアーツカウンシルしずおかとの連携など、地域連携のあり方を引き続き検討していく必要がある。
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基本方針D

R４実績 備考

27 美術館に関する情報が「入手しやすい」とする人の割合 75.5 79.1 ％ 80.0 ％ 81.6 ％

28

デジタルアーカイブによる情報発信
　作品作家情報の新規公開・更新件数／全公開件数
（件）
　現代美術関連資料の公開件数（件）
　図書情報の公開件数（件）

3,222
9,534

23,293

749/3,030
12,088
29,923

件
件
件

400
14,000
30,500

件
件
件

432/3,135
13,603
30,833

件
件
件

作品作家情報　公開104件・更新328件

29 ホームページのアクセス件数 1,240,277 1,062,287 件 1,200,000 件 1,495,743 件

30
facebook、インスタグラム、ツイッターの発信数／ビュー
数（件） 719,846 869,669 件 1,000,000 件

542／
2,066,832

件

facebook　発信数90件、ページリーチ数　67,878
インスタ　発信数126件、ページリーチ数　91,207
ツイッター　発信数326件、インプレッション数　
1,907,747

31
ｆacebook、インスタグラム、ツイッターのエンゲージメント
等の件数（件）

24,556 29,352 件 30,000 件 98,240 件

facebook　エンゲージメント数　3,881
インスタ　エンゲージメント数　8,790
ツイッター　エンゲージメント数　85,569

32 観光業界や他のイベントとの広報連携の取組数 7 14 件 15 件 15 件

33 教育機関への情報発信数（件） 3 7 件 8 件 6 件

34
広報手法における新たな取組状況に関しての美術館
職員のレポート【定性】

別添 別添 別添 別添

基本方針   D  さらに積極的な広報を工夫し、美術館活動の情報発信に努めます

計画（Ｐ） 実施状況（Ｄ） R７.3.31現在 評価（Ｃ）

重点目標 評価指標 R５実績 R６目標 R６実績 自己評価

1
広報戦略を策定し、
広報の質を高めます

【成果】
・SNSはX(旧Twitter)を中心に閲覧数が飛躍的に増加した。要因としては、テオ・ヤンセン展会期中に、作品が動く様子を撮影
した動画を頻繁に投稿し、大きな反響があったことが挙げられる。Xのインプレッション数の約半分は同展会期中のものであ
り、このような情報の拡散が、本展来場者数の増加に一役買ったと考えられる。
・他の展覧会や、クラウドファンディングの広報においても、展覧会担当者や広報委員が協力し、盛んに投稿を行った。年度末
近くにミュージアムショップの新たなオリジナルグッズの紹介に積極的にＳＮＳを活用したことも、閲覧数の増加につながった。
・ホームページでは、テオ・ヤンセン展会期中に展覧会概要ページや来館案内を中心に多数のアクセスが確認でき、来館を検
討する閲覧者に対し、適切な情報提供ができていたとみられる。
・特筆すべき点として、クラウドファンディングの成果を伝える動画を、複数の職員の協力のもと、館内で製作し、Youtubeで公
開したことが挙げられる。当館ではこれまでにない規模の動画製作であり、効果的な広報手段を探るうえでの試金石となっ
た。

【課題】
・デジタルアーカイブのうち、作家の展示案内等のデータベースである現代美術関連資料について、登録のペースがやや落ち
た。入力作業を行うボランティアにチラシ配架など新たな活動内容が加わったため、作業に割く時間が減っている可能性があ
る。端末の台数を増やすなどして、効率よく作業が可能な環境を整える必要がある。
・当館SNSにおいても、動画に注目が集まりやすく、広報において高い効果が望めることが明らかとなった。ただし、SNS投稿
に向く動画はテオ・ヤンセン展だからこそ多数撮影できたのであり、一般的な美術品を展示する展覧会ではどのようにすれば
効果的な動画を制作できるか、工夫が必要である。
・一時的に閲覧者数が増加してもその状態を維持することは難しい。特に、企画展の合間には、発信すべき情報が少なくな
り、投稿の頻度も下がる傾向にあり、必然的に閲覧者数が減る。年間を通じて途切れなく情報発信を行える体制を整えなくて
はならない。
・Xの経営者による政治的言動や不適切とされた情報拡散を受け、欧米を中心に、個人や教育機関等で利用を停止する動き
が広がった。日本では大きな反応はなかったものの、情報発信に利用するプラットフォームを、世界的に影響力を持つグロー
バル企業に頼る以上、その毀誉褒貶には、時に注意を払うべきであろう。

2

観光業界等と連携し
た新たな広報チャン
ネルの開拓に取り組
みます

指標32
・浜名湖花博での出展
・静岡ブルーレブス試合での出展
・ブラジル人学校（エスコーラアルカンセ）のイベ
ントに出展
・包括連携協定に基づくイオンでの出展（３回）
・他美術館等講演会での紹介２件
・大学の講義内で紹介２件
・館内レストランにおける展覧会関連メニューの
提供４件
・民間企業と連携したＡＲ技術活用によるコレク
ション画像撮影スポットの設置

指標33
・大学の講義内で紹介２件
・事務局を通じた県内３大学の学生への広報４
件

【成果】
・浜名湖花博に体験ブースを設けて参加し、西部でPRをすることができた。アウトリーチにつながった。
・テオ・ヤンセン展では、県内各地に出展し、ミニ・ビーストを使った体験イベントを行なった。
・静岡県立大学、静岡文化芸術大学、静岡産業大学の学生に対し、事務局を通じて一斉メールで企画展の内容を広報した。
・民間企業と連携して、ＡＲ技術を活用した来館者によるコレクション画像撮影スポットを設置し、好評を得た。

【課題】
・地域連携及び観光業界との連携を模索し、来館者増加に向けた美術館の発信力を更に高めることが必要である。
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基本方針E

R４実績 備考

35 美術館利用者数 186,148 128,361 人 197,095 人 200,202 人

展覧会観覧者数 118,000 71,500 人 124,250 人 106,502 人

教育普及プログラム参加者数 9,433 13,751 人 11,985 人 17,822 人

ミュージアムコンサート等入場者数 230 1,027 人 1,160 人 4,952 人

県民ギャラリー入場者数 27,447 20,002 人 25,000 人 27,325 人

講堂入場者数 4,063 4,501 人 4,200 人 4,106 人

レストラン利用者数 9,216 7,761 人 9,000 人 14,398 人

ミュージアムショップ利用者数 16,655 8,529 人 20,000 人 23,197 人

図書閲覧室利用者数 1,104 1,290 人 1,500 人 1,900 人

36 鑑賞環境に対する満足度 85.3 91.7 ％ 90.0 ％ 94.1 ％

37 レストランに対する満足度
94.4
38.1

94.5
47.2

％ 95.0 ％
97.8
72.5

％

38 ミュージアムショップに対する満足度
97.1
53.3

97.5
65.1

％ 97.0 ％
99.3
83.9

％

2
周辺環境やアクセス
の利便を向上させま
す

39
来館者のアクセス満足度
※上段：公共交通機関利用
　 下段：自家用車利用

80.9
60.3

74.5
70.8

％
％

80.0
70.0

％
％

79.8
73.1

％
％

3
運営基盤を強化しま
す

40
運営基盤の強化等に関する職員レ
ポート【定性】

別添 別添 別添 別添

基本方針   E  環境・施設の整備や運営基盤の強化に努めます。

計画（Ｐ） 実施状況（Ｄ） R７.3.31現在 評価（Ｃ）

重点目標 評価指標 R５実績 R６目標 R６実績 自己評価

【成果】
・当館の利用交通機関で最も多い自家用車でのアクセス満足度は、令和5年度の70.8％から73.1％に向上し、引き続き目標の70％を
上回った。来館者が多く見込まれた「テオ・ヤンセン展」では、駐車場待ちによる交通渋滞を招かないよう、交通誘導員を配置し、県
立大学の職員駐車場を借用する対応を行った。
・令和6年9月に静岡市シェアサイクルPULCLEステーションを誘致し、公共結節点等からのアクセス向上を図った結果、公共交通機
関利用者からの満足度が令和5年度の74.5％から79.8％に向上した。

【課題】
・敷地内に400台の無料駐車場があるものの、来館者が多くなると美術館に近い第3駐車場が満車となり、駐車可能台数が多い第1
第2駐車場からのアクセスは徒歩区間が長く、登り坂であることが満足を得られにくい要因となっている。

【成果】
・地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）により寄附があった100,000円は、美術館運営事業費に充当した。
・ふるさと納税制度を利用して、当館初となる彫刻プロムナードの再生のためのクラウドファンディング「次世代へつなぐ、アートとみど
りの散歩道再生プロジェクト」を実施し、190名の支援者から10,609,000円の寄附があった。この寄附を活用して作品の修復や植栽の
整備行い、魅力向上に繋げた。
・企画展「無言館と、かつてありし信濃デッサン館」展への協賛に向けて館長自ら企業訪問を行い、信頼関係を構築した結果、４企業
から2,000,000円を超える支援金を受け、展覧会イベント事業を充実させることができた。　

【課題】
・国や財団法人からの補助金、民間企業からの協賛金、ふるさと納税を活用した企業や個人からの寄附金など外部資金の確保に向
け、情報収集と引き続き積極的な働きかけを行う必要がある。
・美術館において財政状況が厳しい中、企業との継続的な連携制度の構築が必要である。また、美術館を知ってもらう、活用してもら
えるよう企業に対して積極的な働きかけを行う必要がある。

1
館内施設を充実さ
せ、満足度を高めま
す

令和6年度は次の工事（小規模を除く）
を行った。
・本館講堂舞台音響設備更新工事
・本館講堂舞台照明設備更新工事　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ロダン館非常用発電設備更新工事

【成果】
・令和6年度は中期維持保全計画に基づき、ロダン館非常用発電機更新工事や講堂音響、照明設備改修工事を実施した。工事に伴
い講堂は3ヶ月間の利用休止としたため、講堂入場者数は令和5年度と比べて395人低下した。
・クラウドファンディング資金を基に、プロムナード景観向上のため、屋外ベンチの更新、低木伐採、杭ロープの更新等を行った。
・レストランに対する満足度は47.2％から72.5％に向上した。ガストロノミーツーリズム事業を活用し、企画展毎に県産材を使用した特
別メニューを安価な値段で提供した結果と考えられる。また、レストラン営業時間外も利用できるよう情報コーナーを改修し、自動販
売機を設置した。指標には無いが令和6年度に6千人近い利用があり、来館者の利便性向上に寄与している。
・ミュージアムショップは運営会社を公募型プロポーザル方式により募集し、令和6年7月より県内書店3者の事業体から株式会社
オークコーポレーションに交代した。令和6年度中に12種類のオリジナルグッズを開発し、中でも伊藤若冲作品をモチーフにしたぬい
ぐるみ「じゅかぞう」が大ヒットするなど、来館者ニーズをつかんだ結果、満足度は83.9％となり前年度の65.1％から高い伸びを示し
た。

【課題】
・開館から38年が経過し、施設の老朽化が進行している。引き続き、施設の適切な維持管理に努めるとともに中期維持保全計画に
基づく改修を計画的に進めていく必要がある。
・レストラン、ミュージアムショップの売上や利用者数は来館者数にほぼ比例する。高いサービス水準を維持していくためには、美術
館としても来館者数向上に努めるとともに、ニーズの把握に努め、引き続き高い満足度を維持していく必要がある。
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【資料編】
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【資料１】

展覧会に関する自己点検評価表（令和６年度）

１ カナレットとヴェネツィアの輝き

２ 無言館と、かつてありし信濃デッサン館 ―窪島誠一郎の眼

３ 生誕 140 年記念 石崎光瑤
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(様式１）

展覧会自己点検評価表

展覧会名

期    間

場    所 担当者名

有 ・ 無 
学芸員の企画への参加状況
※カタログ執筆、出品交渉等

有 ・ 無 企画 令和6年4月1日

有 ・ 無 巡回の有無 有 ・ 無 実績 令和7年3月31日

目的・内容

期待される成果
・ねらい
・主なターゲット

指標（数値目標）

収支計画

広報戦略
主な取組

自己評価
今後の課題

カナレットとヴェネツィアの輝き

令和6年7月27日（土）～9月29日（日）  （57日間）

静岡県立美術館第１～5展示室 新田建史

学芸員の企画への参加の有無

マスコミ等による共催の有無

企画 実績・検証

18世紀のヴェネツィアで、アルプス以北からこの都市を訪
れる貴族達に大人気を博した、景観画（ヴェドゥータ）の巨
匠カナレット。本展は、彼の全貌を紹介する日本で初めて
の展覧会である。
景観画（ヴェドゥータ）は、都市や遺跡等の名所を精密に描
き出した絵画で、その場所を訪れた者には記念となり、ま
だ訪れたことの無い者には憧れを掻き立てるものとなって
きた。当館は風景画を収集方針の一つに据え、研究公開
を続けてきたが、この分野だけは、手が付けられて来な
かった。本展は、カナレットの画業を包括的に紹介すると
共に、彼に先立つ世代の作品や同時代の景観画家、後継
世代の作家作品を紹介、更に、モネ、シニャック等、日本
でも人口に膾炙する作家のヴェネツィアを描いた作品をご
覧頂く。

【研究活動評価委員会からの意見（要約）】
（展覧会）
カナレット芸術を味わうには点数とラインナップが十分と
は言えなかったことが残念だが、展示の流れも考え抜
かれており、ターナーやモネまでつながる「ヴェネツィ
ア」の原点たるカナレットを一般の鑑賞者にも提示出来
た（潮江師）。
ヴェドゥータの成立展開を辿る啓発的な展覧会。一般の
鑑賞者にもわかりやすく、ピラネージ版画特集展示やカ
メラ・オブスクーラの模型も効果的であった（栗田師）。

（図録）
執筆者それぞれの研究成果が十分披露されている。一
般の鑑賞者には、作品解説の分量が多すぎるか（潮江
師）。
鑑賞者に親切で、全て日本側で執筆されていることも評
価できる。詳しい文献表も、この分野の研究を促す一助
となるだろう（栗田師）。

【ねらい】
景観画を本格的に取り上げる、おそらくはアジア初の展覧
会である。加えて、コロナ禍は明けたものの、円安等により
海外旅行が難しい現在、単なる作品展覧ではなく、ヴェネ
ツィアという都市を遊覧する感覚を取り入れることで、より
多くの方々にアピールし、美術作品に親しむ機会とした
い。

【ターゲット】
幅広い層の方々にお楽しみ頂けると予想する。東海地方
一円のお客様が主となると思われる。

【アンケートにみる特徴】
「初めて来館」された方が28.6％、「この1年間には来館
していない」方が38.8％であり、この展覧会がきっかけ
で初めて乃至久しぶりに来館した方がボリュームゾーン
か。
「来館理由」が「静岡県立美術館のWEBまたはSNSなど
を見て」21.4％、「テレビを見て」が12.0％にとどまったの
は、テレビCMや特別番組まで製作したのに対し、意外
な結果である。同じ項目がテオ・ヤンセン展では
18.2％、無言館展が3.7％であることから、テレビというメ
ディアの有効性云々ではなく、対象となる観覧者層に対
して有効なメディアは何か、という問題かと思われる。
「観覧時の心地よさ」が97.7％、「作品やテーマへの興
味・関心の深まり」が95.4％であり、初めて乃至久しぶり
のお客様の来館を誘い、満足度は高いが、その絶対数
は少なかったと云える。

観覧者数見込　33,000人　 観覧者数　18,224人

・歳出  31,534千円,、うち県費18,921千円
・歳入　19,390千円
・特財率　102.5％

・歳出  県費19,097千円
・歳入  1,011千円
・特財率  52.9％ 

静岡第一テレビとの共催企画であり、テレビを主軸とし、
SNSも活用した広報が望ましい。ターゲットとなる観覧者が
年齢・性別を問わないところから、何らかのメディアに重点
を置くのではなく、幅広い広報を心掛けたい。

開催前後のテレビCM7種類の他、特別番組も製作し、
必ずしも観覧者数増には結びつかなかったが、展覧会
の主旨や会場の様子を、良質な画質で残すことが出来
た。雑誌『美術手帳』上では、今年度に見るべき展覧会
の一つとして挙げられており、事前の周知は十分であっ
たと考える。ただ、同時期に静岡市美術館で、西洋絵画
の展覧会を開催しており、動員力で敗北を喫したと感じ
る。

開催する意義のある展覧会であり、風景画の美術館としての当館の役割りは十分に果たしていると考える。反面、
意義はあっても観覧者数の伸びない展覧会を今後も成立させていくために、当該年度の各展覧会の組み合わせ
や、助成金の確保等、経済的な側面の検討が、一層求められている。

記入日
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(様式１）

展覧会自己点検評価表

展覧会名

期    間

場    所 担当者名

有 ・ 無 
学芸員の企画への参加状況
※カタログ執筆、出品交渉等

有 ・ 無 企画 令和6年4月1日

有 ・ 無 巡回の有無 有 ・ 無 実績 令和7年3月31日

目的・内容

期待される成果
・ねらい
・主なターゲット

指標（数値目標）

収支計画

広報戦略
主な取組

自己評価
今後の課題

無言館と、かつてありし信濃デッサン館 ―窪島誠一郎の眼

令和6年10月12日（土）～12月15日（日）  （57日間）

静岡県立美術館第１～6展示室 喜夛孝臣

学芸員の企画への参加の有無

マスコミ等による共催の有無

企画 実績・検証

【目的】
窪島誠一郎が設立した無言館と信濃デッサン館のつながり
に目を向ける初めての展覧会。窪島の美術館活動をたどり、
夭折の画家や戦没画学生の作品を紹介することで、戦争と
画家・美術品の評価・美術館という装置といった多岐にわた
るテーマを観覧者に提示。戦時下の日本近代美術への理解
を深めるとともに、美術館活動への関心を高める。

【内容】
無言館収蔵の戦没画学生の作品と信濃デッサン館旧蔵の村
山槐多、靉光、関根正二ら夭折の画家の作品および関連作
品・資料を紹介。木下直之館長による当館初の企画展。

◯展覧会構成
・序章―自画像
・第一室―遺された絵と言葉
・第二室―無言館の誕生
・第三室―最期まで描こうとしたもの
・第四室―静岡出身戦没画学生
・第五室―戦争と向き合う
・第六室―窪島誠一郎の眼

【研究活動評価委員会からの意見（要約）】
（展覧会）
・地元作家を取り上げ、従来から静岡県立美術館が取り組んで
きた静岡の美術の流れの中に1930年代40年代の作品が位置
づけられた点が本展独自の貢献であった。社会的に評価される
前に亡くなった画家たちの作品をまとめて展示することで、知ら
れざる1940年代絵画の側面が明るみに出され、評価されぬま
ま埋もれている作品が他の時代にもある可能性を想起させ、展
覧会がもたらす再評価の意義を示している。序章から各室の冒
頭にそれぞれの趣旨を記したパネルを置いた展示は、鑑賞者
が展覧会の構成を理解するよい手引きとなっていた。作品キャ
プションに画家の享年が記されているのも、展覧会の趣旨をよく
伝えていた。(山梨委員)
・窪島誠一郎の活動紹介は、日本の美術館や美術館人の在り
方に示唆をあたえてくれるところがあった。(金原委員)

（図録）
・展覧会の構成と内容の理解を助ける図録となっている。年表
と新聞記事まで掲出した主要関連文献リストは、窪島氏の美術
関係の活動を知る基礎資料となる。年表に社会的出来事欄が
あればさらによかった。(山梨委員)
・多様な生きざまや画家の人生を感じさせるところ多大であっ
た。(金原委員)

【ねらい】
・一般的に馴染みの薄い戦時下の日本近代美術への理解を
深めるため、時代背景を詳しく紹介。
・戦没画学生の作品を身近に感じてもらうため、自画像を紹
介するとともに、静岡ゆかりの戦没画学生のコーナーを設け
る。
・戦争と画家の関わりへの理解が一面的に陥らぬよう、戦没
画学生、従軍画家、戦場からの絵葉書など多角的に紹介。
【ターゲット】
・日本の洋画愛好者。
・日本近代史、太平洋戦争に関心のある方。

【アンケートにみる特徴】
・50歳代、60歳代、70歳以上の来館者が全体の半数以上を占
めている。
・県外からの来館者が全体の24％、新規来館者では69.1％と高
い水準となった。
・1人で来館された方が、47.9％あった。
・来館理由では、「チラシを見て」が26.2％と一番高かった。
・本展の情報の入手のしやすさについて、全体では7.4％、新規
来館者においては10.9％もの否定的評価があった。
・作品やテーマへの興味・関心の深まりについて、全体は肯定
的評価が94.8％、新規来館者は98.2％と高く、自由意見として
「重いながらもテーマが明確で見応えがありました」など、内容
に深い関心を寄せる感想が多数寄せられた。

観覧者数見込　22,000人　 観覧者数　10,403人

・歳出  19,891千円（うち協賛2,000千円）
・歳入　16,034千円
・特財率　80.6％

・歳出  18,453千円
・歳入   9,052千円
・特財率  49.1％ 

・通常の二倍の紙面により多岐にわたる本展テーマを詳しく
紹介するチラシを制作。
・東京在住の美術ファンが情報をキャッチできるよう東京国立
近代美術館など大規模美術館にチラシを多数配布。
・本展への協賛を地元企業に募った。
・企業からの協賛により、関連イベントを複数回実施し、観覧
無料日を平日に2日間設定した。

・アンケート調査にあるとおり、本展ではチラシを見て来館した
方が多く、情報量の多いチラシ制作には、効果が認められる。
一方、アンケートに本展の情報が入手しづらいとの意見が見ら
れるが、その要因の一つとして、来館者の約4分の1を占めた70
歳以上の層な新聞を利用した宣伝等が展開できなかったことが
影響したと考えられる。
・企業協賛による観覧無料日は、実施同週の平日より来館者が
増え、アンケートにも本取組を喜ぶ感想が見られた。

　本展では多岐にわたるテーマを提示したため、展示内容や構成を来館者が体感的に理解しやすくすることを目指し、展示室
ごとにテーマを設定し、構成した。各テーマには解説パネルを多数設置し、生前に公的評価を受けることのなかった画学生た
ちの作品を中心に取り上げたことを踏まえ、それぞれの作家に略歴を添え、死因や享年も紹介することで、その人生をたどれ
るよう工夫した。加えて、多数の関連イベントを開催し、さまざまな角度から本展のテーマに光を当てる試みを行った。これらの
展示手法や解説、関連イベントは、来館者の作品やテーマへの理解と関心を深めるうえで、一定の効果があったと考えられ
る。
　一方、広報戦略に関しては、なお課題が残された。会期後半に至ってようやく、新聞各紙に本展に関する紹介記事が掲載さ
れたものの、情報に接する機会を得られなかった潜在的来館者が少なからず存在した可能性がある。新聞広告が利用できな
い場合の代替手段となる、効果的な広報手法の検討を今後進めていきたい。

記入日
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(様式１）

展覧会自己点検評価表

展覧会名

期    間

場    所 担当者名

有 ・ 無 
学芸員の企画への参加状況
※カタログ執筆、出品交渉等

有 ・ 無 企画 令和6年4月1日

有 ・ 無 巡回の有無 有 ・ 無 実績 令和7年3月31日

目的・内容

期待される成果
・ねらい
・主なターゲット

指標（数値目標）

収支計画

広報戦略
主な取組

自己評価
今後の課題

生誕140年記念　石崎光瑤

令和7年1月25日（土）～3月23日（日） （50日間）

静岡県立美術館第１～6展示室 石上充代

学芸員の企画への参加の有無

マスコミ等による共催の有無

企画 実績・検証

石崎光瑤(1884～1947)は、明治後期から昭和前期にかけて
京都を中心に活躍した日本画家。本展は、光瑤の作品を500
点ほど所蔵する富山県南砺市福光美術館のコレクションを
中心に、その画業の全貌を紹介する初の大規模回顧展であ
る。 南砺市立福光美術館、京都文化博物館、静岡県立美術
館の３館共同で企画し、巡回する。
構成は時代順の４章仕立てとし、インド旅行を契機とする絢
爛豪華な花鳥画の大作を軸としながら、そこにいたる初期の
作や晩年の新たな展開を丁寧に紹介することで、理想の花
鳥画目指して一途に研鑽を続けた光瑤の魅力に迫る。
また、光瑤が伊藤若冲に強い憧れを抱いていたことに着目
し、同時期の収蔵品展では当館が所蔵する伊藤若冲《樹花
鳥獣図屏風》を出品する。両者の競演により静岡ならではの
展示にするとともに、光瑤の画業への関心を呼ぶきっかけと
したい。

【研究活動評価委員会からの意見（要約）】　※実施なし

【ねらい】
・代表作を中心としながらスケッチや資料類も含めた幅広い
出品作で構成することで、独自の卓越した花鳥画を展開した
光瑤の魅力を示す。
・光瑤が若冲研究の第一人者であったことを作品・資料類か
ら示しつつ、近代画家と古画研究の関係を示す。

【ターゲット】
・県立美術館の固定ファン層
・伊藤若冲に関心を持つ比較的若い層
・県内だけでなく若冲をきっかけとして県外からの誘客をめざ
す

【アンケートにみる特徴】
（本展アンケート調査は委託業務に含まず館内業務として独自
に集計しており、R6年度平均値に本展の集計結果は含まれな
い）
・作品やテーマについての興味・関心が深まったかという問いに
「はい」と回答した人の割合が83％と高く（R6年度平均72.2％）、
「どちらかというとはい」の16％とあわせて肯定的評価が99％を
占めた。
・県外からの来館者が37％と高い割合を示した（R6年度平均
21.1％）。
・自由回答では、「石崎光瑤を知らずに訪れたが見応えがあり
よかった」といった記述が多く見られた。

観覧者数見込　10,000人　 観覧者数　18,117人

・歳出  13,782千円
・歳入　6,860千円
・特財率　49.8％

・歳出  12,982千円
・歳入  14,417千円
・特財率  111.1％ 

・静岡新聞との共催事業であることから新聞広告等を通して
県内の美術館ファン層に確実に情報を届ける。
・初の大規模個展であることをアピールし、県外から誘客す
る。
・石崎光瑤と伊藤若冲の関連を押し出し、知名度が高いとは
いえない光瑤について若冲を通して興味を持ってもらう。

・静岡新聞での特集記事や複数回の広告の掲載により、県立
美術館または日本画に関心のある層に情報を届けることがで
きた。
・伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》の展示にあわせて関連オリジナ
ルグッズを開発、グッズと絡めたSNS上の情報発信を行い、会
期中の話題づくりを効果的に行った。

・石崎光瑤の代表作を含む優れた作品を豊富な資料群とともに陳列し、光瑤の画業を掘り下げ、その意義を紹介した。近代
日本画家の絵画学習や画風形成の様相を知るうえでも意義深いものであった。
・伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》を所蔵することをひとつのきっかけとして開催したものであり、企画展とあわせて本屏風を展示
することでコレクションの価値の発信につながった。
・静岡新聞との名義共催により新聞紙上での紹介機会が多く、県内の美術ファンに確実に情報を届けることができた。加え
て、ウェブやＳＮＳを情報入手手段として挙げる来館者の割合も高く、オーソドックスな手法とウェブ等の活用の両面が来館者
数増に貢献したものと考えられる。石崎光瑤の色鮮やかで華やかな花鳥画は視覚に訴える効果が高く、広告が多くの人の目
に留まりやすかったものと考えられる。今まで知らなかった画家の見応えある作品群に驚いた、という意見もアンケートでは多
く見られ、広告等をきっかけに来館した方に期待を上回る鑑賞体験を提供できた。
・伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》の公開やオリジナルグッズ発売に対する反響は予想を超えており、若冲への関心は年々高
まっていると感じられる。企画展広報に有益であったが、今後の本作の展示、研究、広報の際には、世の中の関心の高さにつ
いて正しく理解し、踏まえておくべきと感じた。

記入日
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【資料２】

令和６年度 調査・研究に関する自己点検評価報告書
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2024（令和 6）年度

調査・研究に関する自己点検評価報告書

2025（令和 7）年 5月

静岡県立美術館
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和７年４月 14 日

職・氏名 学芸課長・石上充代

●専門分野 近世・近代の日本画

●所属学会 美術史学会

●主要研究テーマ 近代日本画

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・論文「光瑤における古画の意義」（『生誕 140年記念 石崎光瑤』図録、令和 6 年 7 月）

小計１本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・ 企画展「生誕 140年記念 石崎光瑤」主担当

・ 同展 美術講座

・ 同展 フロアレクチャー（4回）

・ 同展 見える人と見えない人のためのおしゃべり鑑賞会

・ 同展 教育普及事業（実技講座、わくわくアトリエ）展示解説

・「新収蔵品展」フロアレクチャー（１回）

・出張美術講座

・ボランティア地域連携・草薙ツアーグループ担当（茶摘み、かご茶会等実施）

小計 8 本

3．上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・ ふじのくに芸術祭 企画委員会委員、美術部門美術展審査員

・ ふじのくに子ども芸術大学 実行委員会委員

・ 静岡市生涯学習センター主催講座講師

小計３本

4．収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

小計（ ）本

合計 12 本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和 7 年 4月 1 日

職・氏名 上席学芸員 新田建史

●専門分野 美学美術史

●所属学会 地中海学会、保存修復学会

●主要研究テーマ 西洋 16～18世紀美術、東西美術交流史、東西版画史、文化財保存

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・「静岡県立美術館における虫菌害防除の実務」、『文化財の虫菌害』、no. 87、pp. 7-10.

・「カナレットの生涯」『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ

・「カナレットとパトロンたち」『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ

・「カナレットの時代のカメラ・オブスキュラ」『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ

・「カナレットとカメラ・オブスキュラの映像について」『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ

・「資料：ザネッティによる「カナレット伝」」（翻訳）『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ

・「参考文献 Bibliography」『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ

・『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ作品解説 Nos. 17～41（計25 本）

・『カナレットとヴェネツィアの輝き展』カタログ 2、3 章解説（計 2 本）

・「カナレットとピラネージの作画態度について」、『アマリリス』155 号 小計 10本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・カナレットとヴェネツィアの輝き展 主担当

・カナレットとヴェネツィアの輝き展カタログ

・カナレットとヴェネツィアの輝き展学芸員美術講座 8月 4 日（日）

・カナレットとヴェネツィアの輝き特別講演会 8 月 10 日（土）

・カナレットとヴェネツィアの輝き展フロアレクチャー 8 月 12日（月）、28 日（水）、9 月 10日（火）、9月

22日（日）（計 4 回）

・ピラネージとローマの景観展 主担当

・ピラネージとローマの景観展フロアレクチャー 8 月 11 日（日）、8 月 14 日（水）（計 2回）

・《地獄の門》ができるまで展 副担当 小計 8本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・全国美術館会議 能登レスキュー 4 月 29 日（月）～5月 3 日（金）

・全国美術館会議 能登レスキュー 10月 27日（日）～11月 4 日（月祝）

・全国美術館会議 能登レスキュー 12月 13日（金）～12月 17日（火）

・全国美術館会議 能登レスキュー 2 月 23 日（日）～2月 27 日（木）

・「能登半島資料レスキュー参加記」、静岡県博物館協会講習会「博物館の防災 資料レスキューの実際」

3 月 12 日（水） 小計 5本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

・「カナレットとピラネージの作画態度について」、『アマリリス』155号 小計（1）本

合計 23本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和７年 4月 9 日

職・氏名 上席学芸員 南 美幸

●専門分野 美学・美術史

●所属学会 日仏美術学会

●主要研究テーマ 西洋美術史

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・「静岡県立美術館<彫刻を触って鑑賞するプログラム>について」『静岡県立美術館紀要』第 40号、7～15

頁、53頁.

・「館蔵品紹介―澤田政廣《笛人》について」『静岡県立美術館ニュース アマリリス』156 号、6～7 頁.

小計 2 本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・「カナレットとヴェネツィアの輝き」展副担当

・同上展 カタログ執筆（第 4章扉、作品解説 9本、作家解説 6本）

・同上展 カタログ編修

・「ロダン館開館 30周年記念 《地獄の門》ができるまで：素描、試作から完成へ」展企画・実施

・同上展 フロアレクチャー 3 回

・同上展関連イベント「ロダン館で、レッツ・ヨガ！」企画・実施

・「新収蔵品展」フロアレクチャー 1回

・タッチ・ツアー 運営・実施 4回

小計 8 本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

小計 本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

・「館蔵品紹介―澤田政廣《笛人》について」『静岡県立美術館ニュース アマリリス』156 号、6～7 頁.

小計（1）本

合計 10 本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和 7年 4月 10 日

職・氏名 上席学芸員・喜夛孝臣

●専門分野 日本近代美術史

●所属学会 明治美術学会、文化資源学会

●主要研究テーマ 昭和初期の社会と美術、印刷と美術

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・「夭折の画家と日本近代美術史」『無言館とかつてありし信濃デッサン館』展図録、静岡県立美術館、

2024年 10月

・ 「漫画と美術の相互作用——日本漫画家連盟と機関誌『ユウモア』」『日本漫画家聯盟機関誌ユウモア復

刻版』三人社、2024 年 11月

小計 2 本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・「無言館とかつてありし信濃デッサン館」（主担当）

・同展フロアレクチャー(2 回)

・「新収蔵品展」フロアレクチャー（１回）

小計 3 本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・授業「日本近代美術史特講 b」実践女子大学

・パネルディスカッションコーディネーター「再発見！津田青楓の魅力」笛吹市教育委員会・笛吹市青楓

美術館 2025 年 1 月 28日（土）

・座談会「展示空間としての練馬区立美術館」練馬区立美術館 2025年 3 月 23日（日）

小計 3 本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

小計（ ）本

合計 8本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和７年 3月 26 日

職・氏名 主任学芸員 薄田大輔

●専門分野 日本近世絵画

●所属学会

●主要研究テーマ 江戸絵画

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・研究ノート「作品紹介 尾張徳川家旧蔵、狩野典信・惟信筆「名所絵画帖」」『葵』第 131 号 令和６年

７月

小計１本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・企画展「生誕 140年記念 石崎光瑤」副担当

・収蔵品展「絢爛たる花鳥画」主担当

・同展 学芸員によるフロアレクチャー2回

小計３本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・展覧会図録執筆『尾張徳川家の至宝』（あべのハルカス美術館・サントリー美術館）令和６年 4月

・「突撃！となりのミュージアム！Vol.4‒「様々な分野の学芸員が業務の悩みを語る」篇‒（報告）」

『静岡県博物館協会研究紀要』第 48 号、令和 7年 3 月

小計２本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

小計（ ）本

合計６本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和７年 4月 13 日

職・氏名 上席学芸員・植松篤

●専門分野 現代美術

●所属学会 美学会、広島芸術学会

●主要研究テーマ 戦後美術

1．今年一年間に執筆した主な論文

・「杉山邦彦の《死亡届》事件について」『静岡県立美術館紀要』No.40、2025 年 3月

小計 1 本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・収蔵品展「静岡の現代美術と 1980 年代」（前年度より）フロアレクチャー（1回）

・新収蔵品展フロアレクチャー（1回）

・移動美術展「リレーション 奥中章人／堀園実 二人展」主担当

・同展「ライフマスクワークショップ」

・同展「奥中章人による鑑賞ツアー」

・同展フロアレクチャー（2 回）

・同展スペシャルトーク

・企画展「無言館と、かつてありし信濃デッサン館―窪島誠一郎の眼」副担当

・同展講演会 副担当（2 回）

・同展館長美術講座スペシャル対談 副担当

・同展演奏会 副担当

・同展上映会 副担当

小計 14 本

5．上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・ふじのくに芸術祭障害者文化芸術部門 審査員

小計 1 本

6．収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

小計（0）本

合計 16 本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和７年 4 月 12 日

職・氏名 川谷承子

●専門分野 現代美術

●所属学会

●主要研究テーマ 戦後美術

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・研究ノート「中村宏の少女イメージについての考察」『アマリリス』No.154 令和 6 年 7月 1日発行

・研究紀要「中村宏の作品における映画の技法とマンガ的要素が鑑賞に与える効果について」『静岡県立

美術館研究紀要』No.40 令和 7 年 3月 31日発行

小計 ２本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・新収蔵品展

・企画展「テオ・ヤンセン展」副担当

・移動美術展「リレーション」副担当

・ギャラリーツアー（対話型鑑賞ボランティア）担当、研修

小計 ４本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・令和６年 4/27「水の絵「幻触」と「幻触」以降の鈴木慶則」展座談会登壇（フェルケール博物館）

・令和６年 7 月 8日、22日、29日 静岡大学非常勤講師。授業「〈現代〉の芸術―文学・演劇・美術」履

修生 100人を対象に、戦後美術作品の講義を 3 回行った。

・令和６年 7 月 artscape「地域にアートは必要か？」座談会に登壇及びオンライン配信用の描き起こし原

稿の校正。

・「Yayoi Kusama」展（オーストラリア、NGV）への作品貸出に伴う修復手配、クーリエ業務

・令和６年 11 月 3日美術による学び研究会 2024静岡大会での発表「作品、作家解説入れる？入れない？

対話型鑑賞の成果と課題」

・令和７年 3月 7日国立アートリサーチセンター主催 NCARシンポジウム 005「美術館の持続可能な運営モ

デルとは？〜寄附・寄贈の可能性」登壇

小計６本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

・研究ノート「中村宏の少女イメージについての考察」『アマリリス』No.154 2024 年 7 月 1 日発行

・研究紀要「中村宏の作品における映画の技法とマンガ的要素が鑑賞に与える効果について」『静岡県立

美術館研究紀要』No.40 令和７年 3月 31日発行

・令和６年 4/27「水の絵「幻触」と「幻触」以降の鈴木慶則」展座談会登壇（フェルケール博物館）

小計(３)本

合計 １２本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和７年 4月 5 日

職・氏名 上席学芸員 貴家映子

●専門分野 西洋美術史

●所属学会 日仏美術学会

●主要研究テーマ フランス近代美術、風景画

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

・研究ノート「『古きフランスのピトレスクでロマンティックな旅：オーヴェルニュ編』における火山地

形の描写について」『アマリリス』第 157号、令和 7 年 3月

小計１本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・企画展「カナレットとヴェネツィアの輝き」7 月 27 日〜9 月 29日 副担当

・同展関連イベント「開幕記念ミニ・マルシェ」7月 27 日、28日 企画運営実施

・同展関連 夏休み子どもワークショップ「切り取って・合わせて・カプリッチョ！空想の街並み」展示解説

・企画展「無言館とかつてありし信濃デッサン館」10 月 12 日～12 月 15 日 副担当

・出張講座【富士宮市立上野小学校】12 月 2 日

・企画展「石崎光瑤」関連イベント「見えない人と見える人のおしゃべり鑑賞会」3 月 1日 静岡新聞社と共

同企画

・ロダンウィーク 11 月1 日～4日

・収蔵品展 全体の調整事務 小計８本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・クラウドファンディング「次世代へつなぐ！アートと緑の散歩道再生プロジェクト」チーム参加

・「ブロック報告［東 海］リソースとアップデート 」『ZENBI 全国美術館会議機関誌』vol.26、9月 1 日

・吉村昌子展(O Gallery eyes・大阪/5 月 27 日～6 月 1日)テキスト執筆

・静岡県立大学国際関係学部特別講座「モネ、ホイッスラー、シニャックの描くヴェネツィア」

7月 5 日

・展覧会『風景：いる／みる／みえる』第 2期「風景：みる」

(主催：おどり場／円頓寺商店街振興組合)インタビュー出演

・VOCA2025展推薦委員、原稿執筆

小計６本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

研究ノート「『古きフランスのピトレスクでロマンティックな旅：オーヴェルニュ編』における火山地形

の描写について」『アマリリス』第 157 号、令和 7 年 3月

小計（１）本

合計 15 本
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調査・研究に関する自己点検 報告書

提出日 令和 7年４月 14 日

職・氏名 主任学芸員 浦澤倫太郎

●専門分野 日本美術史

●所属学会 美術史学会

●主要研究テーマ 江戸絵画

1．今年一年間に執筆した主な論文

(カタログ論文・研究紀要・学術論文・学会発表・その他美術・美術館に関わる研究論文等)

小計 本

2．今年１年間に携わった展覧会及び普及事業

・企画展 テオ・ヤンセン展

・収蔵品展 異国への眼差し

・同展フロアレクチャー 2 月 8日、2 月 11日

・石崎光瑤展（副担当）

小計 4 本

3.上記以外の専門領域活動及びその他の活動

・出張美術講座（金岡小）9 月 17日

・出張美術講座（東海大翔洋高）10月 18日

小計 2 本

4.収蔵作品に関する論文・発表等【再掲】

小計（ ）本

合計 6本
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【資料３】

定性評価の状況（令和６年度）
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【日本画】

11本の展覧会に計 20 点の作品を貸し出した。「雪舟伝説―「画聖」の誕生―」（京都国立博物館 7点

貸出）には、狩野探幽《竹林七賢・香山九老図屏風》、司馬江漢《駿河湾富士遠望図》などの重要作を出

品し、内容の充実に貢献した。近世絵画への影響からひも解く雪舟像は、近年研究が盛んだが、大規模

な展覧会は初めての試みであった。当館コレクションが研究の最前線で注目される有意義な機会となっ

た。

個展では、「2024年 北陸新幹線福井・敦賀開業記念 横山大観展」（福井県立美術館 2点貸出）が特筆

される。特に当館のコレクションを代表する《群青富士》はポスターなどのメインビジュアルとして使

用され、展示でも改めて大観の大正期の代表作と、その画業の中で位置づけられた。この他「没後 50年

福田平八郎展」（大阪中之島美術館、大分県立美術館・巡回展）などへ貸出を行った。

【日本洋画】

8本の展覧会に寄託品 1 点を含む計 17点の作品を貸し出した。

「生誕 130 年記念 北川民次―メキシコから日本へ」（名古屋市美術館 3 点、世田谷美術館・郡山市

立美術館 2点貸出）ではメキシコ壁画運動から学び、壁画制作を志向した民次の特徴を示す初期の重要

作の一つとして当館所蔵の大作《タスコの祭》が紹介された。

「岸田劉生・北蓮蔵・曽宮一念―浜松ゆかりの洋画展」（浜松市美術館 5点貸出）では、初期の《自画

像》から絶作《毛無連峯》など当館所蔵品が曽宮の画業の要所として出品された。

その他、明治から現代にかけてハニワや土偶に向けられた視線の変遷を探る「ハニワと土偶の近代」

（東京国立近代美術館、日本洋画・日本画各 1点貸出）、江戸時代から現代までの美術家の空の表現を

一望する「空の発見展」（渋谷区立松濤美術館 5 点貸出）などに貸出を行い、当館所蔵品が各々のテーマ

の深化に寄与した。

【西洋】

作品 28 点を 5本の展覧会に貸し出した。当館を始め 4会場を巡回した本邦初の景観画展「カナレッ

トとヴェネツィアの輝き」には、ジョヴァンニ・アントニオ・カナレットの版画等 9 点を貸し出した。

モーリス・ドニと日本の関わりを検証した「日本が見たドニ｜ドニの見た日本」には、ポール・ゴーギ

ャン《家畜番の少女》を、「奇想の版画―16,17 世紀版画の世界」にはゼバルト・ベーハム『ヘラクレス

の事績』連作ほか計 18点を貸し出した。大規模な回顧展「ミロ展」にはジョアン・ミロの初期作品《シ

ウラナの教会》を出品した。アナキズムと芸術の動向との関わりを取り上げた「しないでおく、こと。

―芸術と生のアナキズム」には、ポール・シニャックの《サン＝トロペ、グリモーの古城》を貸し出し

た。また昨年度から引き続き「芥川龍之介と美の世界 二人の先達―夏目漱石、菅虎雄」展に、オーギ

ュスト・ロダン《パオロとフランチェスカ》を貸し出した。

海外への作品貸出は無かった。

評価指標９ 公開・貸し出した展覧会における学芸員のレポート
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【現代】

7本の展覧会に計 12点の作品を貸し出した。

前年度から引き続き、ルイジアナ近代美術館の「The Irreplaceable Human」に石田徹也作品 3点、
ＤＩＣ川村記念美術館でのカール・アンドレの個展に 1点、フェルケール博物館での鈴木慶則の個展に

3点を貸し出した。

石田の人気は高く、1 点を徳島県立近代美術館での「ユーモア―おかしみの表現に潜むもの―」へも

貸し出し、四国で初めて石田徹也が紹介される機会となった。

「没後３０年 木下佳通代」（大阪中之島美術館ほか）に 2点を貸し出した。初の大規模回顧展であ

り、その中で収蔵品が位置付けられたことは有意義であった。

依田寿久作品 1点を長野県立美術館の「信州から考える 絵画表現の 50 年」に貸し出し、1970～80

年代の“絵画の復権”の流れに位置づけて紹介された。

草間彌生の作品 1 点をビクトリア国立美術館での「Yayoi Kusama」に貸し出した。同展は、オース
トラリア国内での過去最大の 57万人の観客動員数を記録し好評を博した。
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【カナレットとヴェネツィアの輝き】

（展覧会）

基本的にはコーディネーターの責任であり指摘してもしようがないとはいえ、カナレット芸術の醍

醐味とその作風の変遷を十分に味わうには作品点数とラインナップが十分とは言えなかったこと（さ

らには英国側で言えば、ターナーは難しいにしても、直接的に影響を受けたサムエル・スコット作品

がなかったこと）はかえすがえすも残念だったと思う。そのことがあったとはいえ、静岡県立美術館

では、収蔵品の同時代の版画作品などを駆使して広くイタリアに景観画ブームともいえる様相があっ

たことを提示し、少し観点に広がりを与える努力が行われていただけでなく、ある意味でそれがグラ

ンド・ツアー体験の復元の試みのように感じられたことは興味深かった。この場合、あくまでも現在

の様相であるヴェネツィアのそれと、ローマの景観画がどちらかと言うと過去を志向する部分の相違

を鑑賞者にリードする指標があってもよかったかもしれない。もちろん、カナレットその人について

は、彼の作品制作に関していつも問題となる「カメラ・オブスクーラ」の模型を用意して好奇心を掻

き立てる工夫はなされていたし、展示の流れについても十分に考え抜かれたものになっているなど、

「カナレット芸術」を少しでも理解し、味わってもらうための努力は十分になされたていたとおも

う。館側の企画者の情熱は十分伝わる展示になっていた。そして、もちろん、今回の展覧会を開催し

たことを通して、ターナーやブーダンからモネやシッカートまでつながる「制作の情熱を掻き立てる

ヴェネツィア」のおおもとにカナレットがあったことは、一般の鑑賞者にも提示できたと思う。

（図録）

「カナレット以前のヴェネツィア」に始まり、「カナレット芸術」、「同時代人」、「カナレットの遺産」と

時系列の展開を追いながら、執筆者それぞれの分野での研究の成果が十分に披歴された図録の記述にな

っていると評価できる。そのなかで、新田学芸員が担当した「カナレットのヴェドゥータ」と「版画と

素描」の章の解説には、筆者の決意と熱意がひしひしと感じられた。とりわけ「カメラ・オブスキュラ

の映像について」の論考では、熟考を経た説得力のあるいくつかの指摘があった。研究者向けの観点か

らはそのように言えるが、一般の鑑賞者を読者とした場合、作品解説は分量が多すぎることと、作品の

見えを丁寧にたどりすぎたりするあまり、読者が興味を維持することが難しいような記述がないわけで

はない。とはいえ、全体に執筆者たちの情熱と研究実績が伝わってくる造りになっていることは確かで

ある。 （潮江委員）

（展覧会）

・ヴェドゥータの成立と展開を実作品でたどる啓発的な展覧会として評価できる。

・カメラ・オブスキュラの再現が会場で行われたことは、カナレットとカメラ・オブスキュラの関係

を考える上でも、一般来館者の関心を高める上でも効果的で評価される。

・出品作品の水準は高いものが揃っていたと思われるが、ボリュームはややコンパクトであった。静

岡会場ではピラネージ版画特集展示が併催されており、補うに余りあるものであった。

・展示構成は一般の鑑賞者にもわかりやすいものであった。

（図録）

評価指標 13 展覧会に対する外部評価
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・比較的詳しい作品解説が多くの作品に付され、コラム的な読み物も載せられており鑑賞者に親切で

ある。すべてが日本側で執筆されていることも評価される。

・主担当学芸員がカナレットとカメラ・オブスキュラの関係についての専門的なエッセイを寄稿して

おり、この種の文献が日本にはないだけに高く評価される。

・詳しい参考文献表が添付されたことは日本においてこの分野の研究を今後促す一助となり評価され

る。 （栗田委員）

【無言館と、かつてありし信濃デッサン館】

（展覧会）

かつて開かれたこうした展覧会を再度見たいと思っていたが、実見することが出来て大変うれしく

思う。たとえば、それは、日本で開かれたマチス展においても、展示された場所（会場）によって、

異なって見えるし、又感じられることがよくあるからである。

さて、無言館も、以前存在した信濃デッサン館も規模が小さいながら、拝見したその時の思いが強く

印象に残っている。窪島誠一郎の眼は、抜きん出て素晴らしかったことが確認でき、年月の壁を突き

破っている。このことは、日本の美術館や美術館人（美術館で働く人々）の存在と在り方に示唆をあ

たえてくれるところがあろう。

出品作家の中村萬平や野末恒三は私の郷土の人であり、親しく感じられたが、どのように彼等の作

品や生き方を考えて見るかは、広く県民への課題でもあると思っている。

（図録）

夭折の画家・戦没画家たちがクリエイティブな作品や思想を産み出すまでには多かれ少なかれ、ジ

グザグな側面があるが、図録が記録として多様な生きざまや画家の人生を感じさせるところは多大で

ある。そういう意味でコンパクトながら出色の展覧会図録といえよう。

図録にはコラムが第 5室と第 6室に添えられて（展示場にもあったが）、この展覧会の内実が興味持

たれるものであることを教えてくれる。また独自の視点から時代を映し出した解説は「一度だけでい

い、あたなに見せたい絵がある」ことを適確に教えてくれる。こうした試みはもっとあってもよい。

（金原委員）

（展覧会）

窪島誠一郎氏が設立した信濃デッサン館と無言館の作品を中心に、夭折した画家たちの作品を集め

たこの展覧会は、若者を絵画制作に向かわせたものは何かを問うとともに、ふたつの館を設立し作品

を展示公開したことにより、「遺品を美術品に変えた」と窪島氏が言うように、絵が美術品として認知

されるようになる仕組み、美術館とはどのような装置かをも問うものであった。

2022年 2 月のロシアによるウクライナ侵攻、2023 年秋からのイスラエルでの戦闘などで多くの命が

失われるニュースに接する機会が多くなっている状況の中で、若くして戦死した画家に共感する鑑賞

者も多かったように思われ、時節柄、注目される展示となったのではなかろうか。

第 4 室「静岡出身の画家たち」で地元作家を取り上げ、従来から静岡県立美術館が取り組んできた

静岡の美術の流れの中に 1930年代 40 年代の作品が位置づけられた点は、本展の独自の成果であっ

た。また、第 5室「戦争と向き合う」において、藤田嗣治と小磯良平の戦争画、靉光や松本竣介の作

品が展示されて、夭折の画家たちの営みが戦争と向き合う時代の流れの中にあったこと、同時代の絵

画と比較してどのような位置にあるかが理解しやすくなる構成となっていたことが評価される。
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また、画家として十分に社会的に認知される以前に死去した作家たちの 1940年代の作品がまとまって

展示されたことにより、1940 年代絵画の従来知られていない一面が浮かび上がったこと、当該の時代

に限らず、いずれの時代にも、評価されずに埋もれている作品があることを推測させた点も意義深か

った。

序章から各室の冒頭にそれぞれの趣旨を記したパネルを置いた展示は、鑑賞者が展覧会の構成を理

解するよい手引きとなっていた。作品キャプションに制作した時の画家の年齢が記されているのも、

展覧会の趣旨をよく伝えていた。

（図録）

木下直之氏による「信濃デッサン館なくして無言館なし」と題する巻頭論文の後、序章から第６室

までの各室の冒頭にそれぞれの趣旨を記しており、展覧会の構成と内容の理解を助ける図録となって

いる。絵を描くことを何よりも優先した人々の思いが、絵を通して鑑賞者に届くのはなぜかという根

源的な問いがなされている点が貴重である。

原田光氏による「窪島誠一郎瞥見」は、美術記者から神奈川県立近代美術館学芸員となり 1960年代か

ら現在まで、美術館の世界で活躍してきた上、無言館の手伝いをしておられる原田氏が窪島誠一郎氏

について記している点に高い独自性がある。

喜夛孝臣氏の「夭折の画家と日本近代美術史」は日本近代美術史の歴史を俯瞰的にとらえ、戦後の

日本近代美術史の検証と言説において、土方定一氏と同氏が館長を務めた神奈川県立近代美術館が果

たした役割は大変大きく、夭折の画家の評価を高めた力の一端は同館の活動にあることを的確に指摘

している。その上で、土方氏も窪島氏も個人の視覚を重視して作品を評価している点で共通すること

を指摘している点は、展覧会や美術館という装置、それに関わる学芸員の立ち位置を考えさせる点で

意義深い。

年表と新聞記事まで掲出した主要関連文献リストは労作で、窪島氏の美術関係の活動を知る基礎資

料となる。窪島氏の活動を読み解くには、戦後復興、高度成長、バブル経済崩壊といった時代背景が

欠かせないように思うので、年表に社会的出来事欄があればさらによかった。 （山梨委員）
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（『静岡県立美術館紀要』No.40（令和７年 3月 31 日刊行）掲載論文について）

南美幸「静岡県立美術館「彫刻を触って鑑賞するプログラム」について」

本稿で指摘されているように、日本において「触って鑑賞すること」が注目され始めたのは 1980 年

代半ばからであったため、静岡県立美術館が 1994 年のロダン館開館から行ってきた「彫刻を触って鑑

賞するプログラム」は全国の美術館の中でも早期の取組である。本稿は、現在も継続している同プロ

グラムの変遷をたどり、パリのロダン美術館で行われている「手による鑑賞」を参考に、プログラム

を見直し、ボランティア編成を変更して、内容の充実をはかってきた経緯を跡づける。日ごろの美術

館活動の中で培われた実証性の高い論考である。

プログラムの見直しにあたっては、ロダン美術館のプログラムが、触察の対象を、胸像から全身

像、そして群像へと展開する一方、作品理解のために、対象を描写し、次に解釈し、さらには歴史的

位置づけを考察するというステップを踏んでいたことを踏まえて改善し、担当いただくボランティア

への研修も行い、同プログラムに特化したグループをつくった点は注目される。

近年、博物館・美術館が様々な社会課題に対応することを求められる中で、社会包摂性への対応が注

目されるようになっている。本稿によって 30年以上続く静岡県立美術館のプログラムについて、具体

的な情報共有がなされた点は大変意義深い。

また、晴眼者も触覚による鑑賞に導くことが望ましい点を指摘した点は重要で、他館へと波及して

いくことが望まれる。デジタル技術の発達により、美術作品のデジタル画像が手軽に見られる状況と

なる一方で、実際に物に対峙し、五感をすべて用いて認識する体験が少なくなり、視覚情報から触覚

情報を読み取る能力は鍛錬されていないことが懸念される。晴眼者も視覚障害者と分け隔てなく、触

覚情報から物を認識する方法を美術館で学べるようになること、触覚情報と視覚情報をつなぐハブと

しての働きを美術館が持つことが期待される。 （山梨委員）

本稿は、インクルーシブなミュージアムが期待される現在において、「視覚障害者がロダン館で直接

彫刻作品に触れて鑑賞するプログラムに関する、開始から現在までの取り組みとその変遷に関する記

録」として重要であり、今後に様々な示唆を与える論考である。現行の「彫刻を触って鑑賞するプロ

グラム」として一定の定着に至るまでの、彫刻作品に触れて鑑賞するプログラムの変遷を丹念に跡づ

けており、先駆性を持ったプロジェクトの実践報告として資料的な価値が高い。また、現行プログラ

ム成立の背後にある思想、ボランティア育成を含む運営体制の刷新の経過が明示されており、事業報

告を超えた研究として価値を有している。さらに実施実績も包み隠さず報告され、今後の課題につい

ても手短にまとめられており、この分野の研究者や他館の取り組みにも資するところが大である。「最

後に」では、筆者の「美術館で作品を鑑賞するとはどういうことなのか」という関心から視覚だけで

はなく知覚に訴えかける展示が企画され、晴眼者も彫刻に触れられるコーナーを設置したことが紹介

され、その反応と課題が報告されている。本稿の末尾を「触って鑑賞するプログラム」が「美術館活

動の在り方に対する問いかけ常にはらむ普及活動」であると結ぶことによって、同プログラムが障害

者向けの事業を超えた射程を持つものであり、美術館の鑑賞活動の在り方が不断に検討されることの

必要性が示唆されている。 （栗田委員）

評価指標 17 調査研究に対する外部評価
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川谷承子「中村宏の作品における映画の技法とマンガ的要素が鑑賞に与える効果について」

静岡県出身で 1950 年代にデビューし、やがて「ルポルタージュ絵画」の第一人者として評価を確立

した中村宏の絵画が目指したものを、論客でもある本人の絵画論に沿って解釈を試みようとするオー

ソドックスな方向性を持った論考であり、社会性を常に意識していた中村の芸術や論文を読み解くた

めに、丁寧に同時代の関連評論との照合も怠りなく噛み合わせた、総体的に用意周到な論考になって

いると評価できる。なかでも、タブローを考える際に制作の視点だけでなく、「鑑賞」という視点を設

定して考察を進めようとする中村のタブロー論に着目した視点は、ポジティブはもちろんのこと、ネ

ガティヴにも彼の芸術とその方法論との関係に光を当てる方向性になっていると思う。筆者も、本論

考を構成するために幅広く集められた同時代の論評等に触れることができ、新たな気づきを得ると言

う余禄があったことについても感謝したい。 （潮江委員）

中村宏の画業は、『中村宏 絵画事件 1953‐2007』展（東京都現代美術館 2007年）、『絵画者 中

村宏展』（浜松市美術館 2015 年）などで跡づけられたてきた。本論文は、中村の画業を、現段階でど

のように位置づけるかという課題に取り組み、中村自身が画業の初期から鑑賞者と絵画が出会うこと

を事件ととらえて、鑑賞者の創造性に価値を置いている点、また、あくまでも「絵画」であることに

こだわって表現する点を踏まえて、これまで指摘されていない中村の表現要素にせまろうとしたもの

である。本稿の独自性は、マンガ的表現、コマ割りを導入することにより、絵画表現に時間性が獲得

されたこと、コマ割りされた絵画が持つ虚構性にリアリティを持たせる方法として絵画の「物質性」

が重視されたことに着目した点にある。

枠取られた平面であるという絵画の性格を踏まえ、ひとつの平面に複数の枠を入れ込む方法による

多様な効果を中村が試みてきた中で、1980 年代からマンガ的表現と絵画の「物質性」が顕著に表れた

という指摘は、日本近代における絵画観の変遷、絵画における虚構と物質性の問題を考える上で大き

な示唆に富む。

一方で、論考の冒頭に掲げられた目次に示される構成が明快であるのに比して、各章の始まりにや

や唐突感があり、各章間のつながりが読み取りにくい。論旨の流れをより分かりやすくする説明がほ

しかった。 （山梨委員）

植松篤「杉山邦彦の《死亡届》事件について」

1970年の「静岡県芸術祭美術展」という、まさにご当地で起こった展覧会の開催主体である行政

が、入選したはずの作品の出展を拒否し、「表現の自由」をめぐっての裁判にまで発展した事件を、現

在で可能な限りとも言えそうな徹底した資料収集を敢行して、ドキュメントとして生々しく描いて見

せた論考であり、「愛知トリエンナーレ」事件の記憶も生々しい現時点で、大いに意義のある再考察で

あると言える。後者でも、作品の質に触れて口ごもった評論家がいなくもなかったことがあり、植松

氏は、出来事を「抗議」一辺倒の問題に終わらすのではなく、この《死亡届》の作品としての内容と

質についても具体的に言及しているだけでなく、同時代の立場の異なる複数の芸術家の見解も引用し

て丁寧に考察を深めている点が、目配りの利いた論考として特に評価できる。 （潮江委員）

この案件についての感想を私なりに記してみた。

まず、この作品を実見しておらず、写真（印刷されたもの）でしか見ていないことをおことわりして

おきたい。
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1. 私は絵や書跡を見ることを仕事としてまた楽しみにしており、しかめ面をして拝見することはな

い。

2. 作品には作者の気概というか、生き方、持ち味が出ていることが望ましいと常々考えている。それ

が、ここでは如実に出ているといえよう。

3. 作品「死亡届」は、漢字３文字を並べているだけなので、見る方が何を意味し、何を考えている

か、自由に、勝手に想像できる。この点だけでも興味が持たれる作品といえよう。

4. この作品について、一方でチェコ人ブラスタ・チハーコバーが「造形的イメージが貧弱である」と

述べているのも、もっともであろう。 （金原委員）
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令和５年度より新型コロナウイルス感染症は５類に移行したため、イベントの中止はせずプログラム

を実施していたが、ねんど・えのぐ教室等の実施回数はコロナ前よりも減少してしまった。今年度は回

数や実施場所などをコロナ前の状態に戻し、本来の形に近付けることを目指した。

【一般向け】

今年度も展覧会に関連したワークショップとして、小学３年生以上を対象とする「わくわくアトリエ」

と中学生以上を対象とする「実技講座」を会期中に実施した。担当学芸員のフロアレクチャーをプログ

ラムの一部に組み込むことで、参加者が展覧会や作品の概要や見所を知ることができ、後の制作や鑑賞

の深まりにつながっていると感じた。

「ねんど開放日」と「えのぐ開放日」は例年、定員を超える応募がくる人気のプログラムである。え

のぐ開放日については昨年度までコロナ対応の関係で屋内開催を続けていたが、今年度から本来の会場

である屋外テラスでの実施となった。開放的なスペースでのびのびと描く家族や子どもたちからは「楽

しかった」「次回も参加したい」という声が多く寄せられた。雨天時や高温時は屋外実施ができないた

め、天候に左右されるという点が課題である。

「創作週間」、「ロダン館デッサン会」については例年通り毎月開催し、リピーターのみならず新規の

方からも好評であった。「ちょこっと体験」は年間３回、連休など集客が多い時期に合わせて実施し、10

～15分程度でできる制作を多くの方に体験をしてもらった。また、広報も兼ね館外でも実施しており、

６月の浜名湖花博では木版画の刷りの体験を、９月に移動美術展ではシルクスクリーンの刷りの体験を

行っている。館外での活動にも関わらず、多くの方に体験していただき、美術に興味を持つきっかけと

なったと感じる。

【学校向け】

昨年度は「ねんど教室」を８日間、「えのぐ教室」を９日間で実施していたが、今年度は「ねんど教

室」を 21日間、「えのぐ教室」を 18 日間で実施しており、より多くの園や学校を受け入れることがで

きた。また、教室終了後の展覧会観覧を促すために、プログラムの最中に展示作品に関連した生き物

や人物などを造形物として登場させた。

昨年度依頼がなかった「ボランティアスタッフとの鑑賞」については 4件の依頼があり、児童・生

徒たちがボランティアとの対話を楽しみながら、鑑賞する姿が見受けられた。年間件数自体は依然と

して多くはないので、学校ボランティアが活躍する機会を今後もできるだけ増やしていきたい。

また、今年度については視覚支援学校からの依頼で数年ぶりに「音のかけらワークショップ」を実

施した。事前準備にある程度の時間と人員を要するため、気軽に実施できるとは言い難いプログラム

ではあるが、障害の有無や世代問わず多くの方が楽しめる内容となっている。今回の実施の際も、作

品から発せられる音色に魅了される生徒が数多くいた。同時に、貸出教材として使用している彫刻素

材を用意し、それぞれの重さ、感触、などから彫刻素材の種類やそれぞれの特徴、どのような作品に

使用されているかといった解説も行った。

美術館教室の現状の課題として、市内や美術館周辺の学校は利用しているが、西東部の学校は距離

の問題もあり、利用しづらい点が挙げられる。こうした課題を改善していくために、広報に加え、出

張美術講座などのアウトリーチを増やし、美術館教室の認知を広げていくことを目標に活動してい

く。

評価指標 21 普及・教育プログラムに関する職員のレポート
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これまでの地域等の連携をさらに深める経営を推進した。

地域住民・企業等

（１） 県立美術館ボランティア

・開館以来、美術館と来館者、美術館と地域の「かけ橋」としての役割を担っているボランティア

について、令和５年度よりボランティア体制を更新し、任期を３年から１年に短縮するとともに、

資格年齢を 20歳から 18歳に引き下げ、学生等の若者層にも参加しやすいものとした。

・選考と研修の結果、令和５年度は 125 名、平和６年度は 131名がボランティアとして活動した。

令和７年度は 19歳から 96歳までの 145 名が登録し、活動している。

・活動方針：「来館者サービスの充実、美術館運営支援、地域連携推進」

（２）有度山地域に立地する５施設、県立美術館、ＳＰＡＣ、日本平ホテル、日本平動物園及び久能山

東照宮による「有度山フレンドシップ協定」による協働

今年度は企画展との連携事業を検討していく。

（３）草薙商店会等との協働

・草薙地域で活動しているグループと連携して美術館前の広場でロダン・ウィーク「丘の上のマル

シェ」を毎年開催している。

・草薙商店街会、一般社団法人草薙カルテッドと連携し、美術館企画展と静岡の食の魅力体験がで

きる「ぐるめぐりスタンプラリー」を行ない、155名の参加があった。

（４）ロダン・ウィーク

平成 26年度にロダン館開館 20 周年を契機に開始した「ロダン・ウィーク」は、工事休館中であ

った令和３年度を除いて毎年実施しており、草薙商店会や友の会との連携イベントを通して美

術館の魅力を高めている。

（５）企画展における企業等との連携による効果

館内レストラン「ロダンテラス」で県産品を使用した特別メニューを企画展ごと計４種類提供し

た。好評で 5,300 食以上の売上げがあった。

ムセイオン静岡

谷田地域の文化教育７機関（県立大学、美術館、中央図書館、埋蔵文化財センター、ＳＰＡＣ、グ

ランシップ、ふじのくに地球環境史ミュージアム）は、谷田の丘陵地帯及びその周辺地域の文化振興

やまちづくりに貢献する目的で、「ムセイオン静岡」として相互協力し、文化の丘づくりを推進してき

た。毎年秋に開催している「文化の丘フェスタ」では、他機関と連携して「スタンプラリー」を実施

した。

アーツカウンシル静岡

アーツカウンシル静岡主催の「静岡県の文化への投資に関する研究会」に参加し、文化芸術への投

資がもたらした効果を検討した。

評価指標 26 地域住民、企業、文化関係団体等と連携した取組に関する職員レポート
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昨年度に引き続き、様々な広報手段を活用し、県内外への広報を推進した。

新たな取組

①浜名湖花博に出展し、体験イベントを行なった。

②東中西イオン３館でミニ・ビーストを利用してテオ・ヤンセン展の広報をした。

③静岡ブルーレブスの試合やブラジル人学校のイベントでミニ・ビーストを利用してテオ・ヤンセ

ン展の広報をした。

④民間企業と連携してＡＲ技術を活用した来館者によるコレクション画像撮影スポットを設置し、

SNS で発信するとともに、利用者による投稿を促進した。

引き続き実施した広報

①ホームページ、フェイスブック、インスタグラム、Ｘ（旧ツイッター）、YouTube による情報発信

②展覧会等イベント情報のマスコミへの資料提供（記者投げ込み、プレスリリースの利用）

③ポスター、チラシの配布、駅貼り、車内吊り

④県広聴広報課との連携（ツイッター、ラジオ、静岡駅地下街ショーケース電照看板、包括連携協

定による広報物掲示・配架、ＰＲ ＴＩＭＥＳを利用した国内メディア向けオンライン・プレスリ

リースの配信）

⑤広報サポーターへの情報提供

⑥展覧会共催者（新聞社・テレビ局）等との連携

⑦企画展に関連する講演会・イベントを館内で行い集客を図った。

⑧美術館ニュース「アマリリス」の発行

⑨インターネットミュージアム等の美術館・博物館情報サイトで展覧会をＰＲした。

⑩事務局を通じた県内３大学の学生への広報

⑪旅行会社による美術館めぐりツアーへの協力

⑫大学の講義内での紹介

⑬館内レストランにおいて、企画展ごとに特別メニューの提供

県有文化施設と協働した広報

毎年秋に谷田地域の文化教育７機関が「ムセイオン静岡」として連携して取り組んでいる「文化の

丘フェスタ」で「スタンプラリー」を実施した。

評価指標 34 広報手法における新たな取組状況に関しての美術館職員のレポート
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県立美術館は、令和４年３月に「５ヵ年計画」を策定した。

計画では、美術館の基本理念（美術館の目指す姿）を実現するため、８つの実施方針を定めている。

その一つが「運営」であり、運営基盤の強化を目指すこととしている。

計画期間は令和４年度から８年度までの５年間であり、今までの主な取り組みは以下のとおり。

（一部令和３年度に前倒し実施）。

（１）運営基盤の拡充（収入の確保）

・令和３年度では、文化庁から「ARTS for the future（コロナ禍を乗り越えるための文化芸術活動

の充実支援事業）」の補助金交付を受けて事業を実施した。

・令和４年度の「輞川図と蘭亭曲水図」展では、タカシマヤ文化基金の助成を受けてシンポジウム

を実施し報告書を作成した。

・予算外部資金の確保に向けて関係部局と調整し、ふじのくに応援寄附金（個人版ふるさと納税）

を美術館基金への積立金とする仕組みを整え、令和５年度は 234万 2千円の寄附があった。

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）では、100,000 円の｣寄附が有り、館蔵品の取得費に充

当した。

・令和６年度は地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）で 100,000 円の寄附があり、美術館運営

事業費に充当した。

・ふるさと納税制度を利用して、美術館プロムナードの彫刻作品をよみがえらせる「次世代へつな

ぐ、アートとみどりの散歩道再生プロジェクト」を立ち上げ、再生のためのクラウドファンディ

ング実施した結果、190名の支援者から 10,609,000 円の寄附があった。

（２） 企業との連携強化による運営の充実

・令和４年度に静岡県経営者協会会員に対して美術館年間スケジュールや企画展チラシを配布した。

・令和５年度には、静岡県経営者協会会員の地区別交流会に館長が参加し、館長が「ビジネスとア

ートと美術館」をテーマとした講演を行うとともに、美術館年間スケジュールや企画展のちらし

を配布した。

・令和６年度に開催した無言館展への協賛に向けて館長自ら企業訪問し、４企業から支援金を受け

展覧会イベント事業を充実させることができた。

評価指標 40 運営基盤の強化等に関する美術館職員のレポート
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【資料４】

第三者評価委員会での意見と対応状況
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第三者評価委員会での主な意見と対応状況

基本方針Ａ：特徴あるコレクションを形成し、効果的に活用します。

基本方針Ｂ：人々の感性を豊かにし、生活に新たな感動をもたらすような展覧会を開催し

ます。

1 前回の委員からの意見

昨年立ち上がった国立アートリサーチセンターが、国立美術館の作品を貸し出す「コ

レクション・ダイアローグ」「コレクション・プラス」という事業を実施している。県立

美術館のコレクションの活用に繋がる事業と思われるため、是非活用を検討して欲しい。

例えば、国立西洋美術館のコレクションであるポール・シニャック作の「サン=トロぺの
港」（ポール・シニャック作）を借りてきて、県美のコレクションである、「サン＝トロ

ペ、グリモーの古城」（ポール・シニャック作）とサン＝トロペの風景画を２つ並べて展

示するなどは検討に値すると思う。（小泉委員）

２ これまでの対応状況

３ 今後の展開

「コレクション・ダイアローグ」「コレクション・プラス」については今後機会を見つけ

て効果的に活用していきたい。開催年度によって担当国立美術館が異なるので、今後の

当館の展覧会スケジュールと調整をはかりつつ組み込んでいく工夫をする。

1 前回の委員からの意見

・美術館に来た来館者の方が、どのような時間の使い方をして過ごして出ていかれるの

か、もう少し細かな調査ができると、色々なヒントが得られるのではないかと思う。（中

村委員）

２ これまでの対応状況

・来館者がどのような目的で来館され、展覧会及び施設に対する満足度や、他者への推

奨意図などについて来館者調査を行ってきている。

３ 今後の展開

・来館者の行動パターン把握については今後の課題である。
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基本方針Ｂ：人々の感性を豊かにし、生活に新たな感動をもたらすような展覧会を開催し

ます。

基本方針Ｂ：人々の感性を豊かにし、生活に新たな感動をもたらすような展覧会を開催し

ます。

1 前回の委員からの意見

・一個一個への作品への愛着が育まれるようなファンディングの仕方や、教育普及活動

とクラウドファンディングをつなげたりするのもあり得るかと思う。（稲庭委員)

２ これまでの対応状況

令和６年度のクラウドファンディングの取組みでは、企画総務・学芸両課の職員が参加

するチームを立ち上げ、それぞれの経験や知識、得意分野に基づいて業務に取り組んだ

ことで美術館としての総合力を確認し、生かす機会となった。初めての取組みであった

が、業務を進めるなかで、この分野における最新の情報に触れて知見を蓄積することが

できたのは大きな成果だった。

３ 今後の展開

令和７年度には、再生した彫刻プロムナードをご案内する「プロムナードツアー」を実施

してクラウドファンディングの成果をお披露目し、寄附者をはじめとする多くの方にご

参加いただいた。一連の取組みについて検証し、共有したうえで、今後の実施方法につい

て検討していく。

1 前回の委員からの意見

・最も多くの観覧者数目標を設定した「糸で描く物語」は、自力広報に頼ったが、情報発

信力の弱さが出た結果と感じる。クラフトに興味関心を抱く層に対してのマーケティン

グの深掘りが必要かと思う。（インスタで＃クラフトで 110 万件以上の投稿あり）（前田

委員）

２ これまでの対応状況

・R6 展覧会「生誕 140 年記念 石崎光瑤」展では、広報のあり方を見直し、低コストで

広く情報を発信することが可能な SNS 広告を試験的に利用した。広告が表示された人や

ホームページを訪れた人が実際に展覧会に来たかまでは把握できていないが、美術に関

心があるが展覧会開催を知らなかった人にも情報を届けることができた。

３ 今後の展開

・SNS 広告は、広報先を展覧会の特性に合わせて設定することで、効果的な広報が期待で

きる。また、条件設定を工夫することで少ない予算でも効果的な広報が可能であり、展覧

会広報として積極的に取り入れていきたい。
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基本方針Ｃ：地域や学校教育との連携を深め、質の高い芸術教育と普及活動を展開します。

基本方針Ｃ：地域や学校教育との連携を深め、質の高い芸術教育と普及活動を展開します。

1 前回の委員からの意見

・地域や学校教育との連携という部分で、ボランティアの方々も活用して、様々な事を

試行されている。この辺りを、どれを伸ばして、全部をやるのか、どれかを重点的にやっ

ていくのかという、少し優先順位を付ける事も必要と思う。美術館を使って何ができる

のか、先方のニーズをどう組み入れていくのかという所の視点も必要と感じた。（荻原委

員）

２ これまでの対応状況

地域との連携についてはボランティアグループのひとつ、地域連携・草薙ツアーグルー

プを中心に展開しており、グループの自主的な活動を支援している。学校教育との連携

については、「美術館教室」プログラムの利用促進を軸に進めている。

３ 今後の展開

新たに必要な取組みとしてアクセシビリティに関する課題解決が挙げられる。この点で

既存のボランティアグループとの連携強化や活動内容の再検討など、柔軟に取り組んで

いく。

学校教育との連携強化に向けて、令和７年度から教育普及担当枠を増やし再任用職員を

充てるよう組織体制を変更した。これを機に、学校側のニーズを把握し、必要な予算措置

へと結びつけるよう取り組む。

1 前回の委員からの意見

・地元の経済界との関係について、どのように戦略を立て、どうアプローチするかとい

うのは、よく考えて進めていく必要がある。館長が頑張って、幾つか案件を取ってきてい

るので、これをいい先行例にして、他の経営者たちのところに響くようなものに繋がっ

ていけば、広がっていくと思う。(櫻井委員）

２ これまでの対応状況

・R5 は県内企業との関係強化を図るため静岡県経営者協会が開催する地区別交流会に館

長が参加し、講演会を実施した。また、R6 企画展「無言館と、かつてありし信濃デッサ

ン館」展への協賛に向けて館長自ら企業訪問を行い、信頼関係を構築した結果、県内４企

業から支援金を受け展覧会イベント事業を充実させた。

３ 今後の展開

・観光や地域活性化、産業振興、人材開発など様々な観点に着目することで、芸術の潜在

的な価値がより引き出されていく。県立美術館の弱み、強みを把握し、これまで以上に美

術館から情報発信を行い、地元企業との関係を深め、恒常的な支援体制を構築したい。
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基本方針Ｃ：地域や学校教育との連携を深め、質の高い芸術教育と普及活動を展開します。

基本方針Ｄ：さらに積極的な広報を工夫し、美術館活動の情報発信に努めます。

1 前回の委員からの意見

・企業からの支援について、大きな金額を寄附していただいた場合と、小さな金額を寄

附していただいた場合の対応について、寄附を受けた時に混乱しないよう、あらかじめ、

美術館の側で制度設計をしておく必要があると思う。（小泉委員）

２ これまでの対応状況

・開館以来、美術作品の寄贈、作品購入に対する寄附など美術館活動に対する支援を受

けてきた。寄附・寄贈については県に対して一定額以上の寄附をしたものに静岡県表彰

条例に基づく知事感謝状を贈呈している。

３ 今後の展開

・開館 40 周年における企業からの支援については、金額に応じた特典を用意し、企業サ

ポーターを募集する予定である。

1 前回の委員からの意見

デジタルアーカイブについて、アーカイブしてデジタル化したものを映像に加工したり

グッズにしたりして、企画展に繋げていくなど、他館ではいろいろ工夫している印象が

ある。そうしたことも、もっと考えられても面白いのではないかと思う。（中村委員）

２ これまでの対応状況

デジタルアーカイブから派生したものではないものの、令和６年度は伊藤若冲《樹花鳥

獣図屏風》の活用が進み、AR 技術を活用した来館者による撮影スポットの設置や、ミュ

ージアム・ショップと連携したオリジナルグッズの開発が話題を集めた。

３ 今後の展開

・交付金を活用した伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》の 3D デジタルコンテンツ開発やアニ

メーション制作が進んでいる。新たな学術的知見を得るとともに、ますます注目の集ま

る人気作品について魅力の発見・発信が期待される。

・・デジタルアーカイブの画像を活用した鑑賞教育プログラムについて、利用者数の把握

や利用者の意見のフィードバックの仕組みを作り、今後の改善や新規開発に活用する。
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基本方針Ｄ：さらに積極的な広報を工夫し、美術館活動の情報発信に努めます

基本方針Ｄ：さらに積極的な広報を工夫し、美術館活動の情報発信に努めます

1 前回の委員からの意見

・広報の人材について、組織の中に専門人材を置くのが難しいのであれば、委託すると

か広報のスペシャリストのような方に中に入っていただいて、一緒にやってみるという

ような別の道筋を探すこともありかと思う。(荻原委員）

２ これまでの対応状況

・美術館の運営基盤を強化するため、企業連携の強化と合わせ、美術館全体の魅力等に

ついて戦略的な情報発信を行う人材を要求してきたが、定数増は認められない状況で

ある。

３ 今後の展開

・R7 は、恒常的な企業支援が受けられる支援体制構築に向けて整備を進めている。

美術館支援制度が構築されれば企業連携による恒常的な外部資金も獲得のため、地域企

業への訪問と交流、企業協賛に向けた営業活動、さらには戦略的な情報発信が必要とな

るため、引き続き定数増の要求をしていく。

・全国の先進事例の共有や県の広報アドバイザーの活用のほか、他館と連携した広報や、

SNS や Web サイトにより施設の魅力を効果的に伝えるなど、美術館の広報力の強化に取

り組む。

1 前回の委員からの意見

・来館者アンケートについて、毎年同じ内容ではなくて、「今年は、これを調べてみよう

か」とか、「今年は展覧会に特化したことをやってみようか」のように、アンケート項目

を調整して、分析してみるということも必要と思う。（荻原委員）

２ これまでの対応状況

・静岡県立美術館では、館長公約を柱とする自己評価システムの体系を構築しており、

館の全体像を把握する評価指標を整理するため、展覧会毎に美術館に関すること、レ

ストラン、ミュージアム・ショップ等についてお客様アンケートを実施している。

・R6 は定性的な評価項目を追加するなど見直しを行った。

３ 今後の展開

・アンケートはマーケティング活動に不可欠な調査方法である。展覧会毎に行っている

来館者アンケートは自己評価システムの評価指標の定量的な把握に関わっているた

め、項目の大きな変更は難しいが、来館者ニーズや、サービスの改善に繋がる項目の追

加を含め検討していきたい。
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基本方針Ｄ：さらに積極的な広報を工夫し、美術館活動の情報発信に努めます

基本方針Ｅ：環境・施設の整備や運営基盤の強化に努めます。

1 前回の委員からの意見

・SNS について、アップしている件数とビュー数で、どういう反応だったというのが見え

てくるので、アップしている件数は出しておく必要がある。（稲庭委員）

２ これまでの対応状況

SNS の発信数を指標に追加した。

３ 今後の展開

企画展の合間に SNS 投稿の頻度が下がることが課題である。年間を通じて途切れなく情

報発信を行うための体制を整備する。

1 前回の委員からの意見

・館内のマネジメントとして、単年度の評価が、５ヵ年計画におけるどういう位置付け

なのかということを、最終的に評価して欲しい。そうすれば自ずと、今年度は何をしなく

ちゃいけない、何をくっ付けていかなくてはいけないという事に結び付くんじゃないか

と思う。そういう、サイクルを回すような管理の方向に、結び付けていって欲しい。（櫻

井委員）

２ これまでの対応状況

・R6 時点における取組実績については、別添「年度別計画及び取組実績」のとおり。

３ 今後の展開

・定期的に計画の進捗状況を確認し達成状況の把握に努める。必要に応じて計画の見直

しを実施する。
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○その他の意見に対する対応状況

1 前回の委員からの意見

・文化観光推進法の枠組みにおいて文化施設を核にする際に、演劇関係も排除はされて

いないものの、どちらかというとメインに想定されているのはミュージアムのほうだと

思っていた。ＳＰＡＣが世界的に評価を受けている劇団であることはもちろん存知あげ

ているが、文化観光の枠組みを使うなら、県立美術館だけに限らないが、もうちょっとミ

ュージアムに寄せたほうが、枠組みとの相性はよいのかもしれないと思う。(中村委員)

２ 対応について

・令和７年度は「日本博 2.0 を契機とする文化資源コンテンツ創生事業」（文化庁委託：

助成率 10/10）で採択された事業（しずおかの食文化×歴史・文化体験）を実施し、文化

観光を推進する。

・今後も、日本平地域の県立文化施設の連携強化と文化観光を推進し、各施設の来館者

増に取り組んでいくため、観光関係者、周辺施設や交通事業者などから情報を収集する。
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年度別計画・取組実績及び進捗評価

※達成状況 5 計画を大幅に上回り推進された

4 計画を上回り推進された

3 計画どおり推進された

2 順調に推進されなかった

1 全く推進されなかった

1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四

１　収集 （１） 作品の収集方法 2

・R5,R6と購入予算は継続しているも
のの美術品購入予算としては少額に
過ぎる。
・購入資金確保のための方法の検討
が進んでいない。
・予算額に応じて適切な作品を購入
をするための情報収集がますます必
要となる。
・寄贈は充実している。

（２） 開館40周年記念作品の収集 1
40周年記念作品の購入は予算措置
の目途が立たず困難になった。

（１） 作品の保管、管理 2

・隣接する中央図書館の跡地利用に
ついて進展が見込めず、収蔵庫の拡
張はひとまず困難な状況にある。
・収蔵庫内に作品保管棚を新設する
など可能な範囲での整備を進めてい
る。

（２） 作品の修理、修復 4

・R6はクラウドファンディングにより屋
外作品２点を修復した。
・その他の高額を要する修復作品のリ
ストアップを進めるとともに資金確保
のための方法を検討する。

（３） 情報の保存とアーカイブの
構築 3

・デジタルアーカイブを公開し、継続
的な整備のための道筋についても整
いつつある。

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） R8（2026）

項　　　目
R4-R6

進捗評価
評価コメント

２　保存

調査研究に基づく継続的な収集
寄贈受入,調査研究推進

デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ

本
格
稼
働

展示室を始めとする館内外の環境の維持、
改修

通常の作品修復

修復に複数年を要する作品の

計画的な修復

美術関連資料の

デジタル化・データの更新

購入なし（予算手当なし）
寄贈受入76点（約10億）
調査研究推進

　収集なし
　（予算手当なし）

　修復実績
　６点 496千円

　修復実績
18点　4,643千円

　・ブンガノンおよびエキ
ヒュームによる殺虫作業実
施
・館内外生物環境及び空気

環境調査実施

収蔵品データベース
情報更新（画像追加

・４月：収蔵品データベース
新規登録分公開
・登録情報更新

・現代美術関連資料の遡
及入力および新規登録

作品購入（東アジア文化
都市関連予算1,000千円）
寄贈受入18件（約22,670
千円）

　収集なし
　（予算手当なし）
　調査のみ実施

・ブンガノンによる
殺虫作業
・館内外生物環境及び空

気環境調査

・収蔵品データベース
全点画像登録・公開完了

高精細画像追加

彫刻プロムナード
彫刻作品の状態調査 彫刻プロムナー

ド
彫刻作品の修復
２件6,187千円

彫刻プロムナード
彫刻作品の修復・整
備完了

ブリッジ・ギャラリー空
調方式の検討

高額を要する修復作
品のリストアップ

作品購入に

向けた予算

枠等具体的

ふるさと納税を活用した

企業・個人からの寄附金

修復費確保のためのク
ラウドファンディング導

収蔵スペースの拡張につ

作品購入（1,100千円）
寄贈受入101件（84,180千

・ブンガノン及びミラクン
による殺虫作業

・館内外生物環境及び空
気環境調査

・４月：収蔵品データベース
新規登録分公開

・登録情報更新
・現代美術関連資料の遡
及入力および新規登録

作品購入資金確保の手法の検討
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年度別計画・取組実績及び進捗評価

※達成状況 5 計画を大幅に上回り推進された

4 計画を上回り推進された

3 計画どおり推進された

2 順調に推進されなかった

1 全く推進されなかった

1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） R8（2026）

項　　　目
R4-R6

進捗評価
評価コメント

（１） 企画展 4

・静岡県立美術館の特色を生かしな
がらバラエティに富んだ企画展を開
催している。
・学芸員による自主企画展の提案が
増加している。
・40周年記念展に向けて、館長と学
芸員によるチームが着実に準備を進
めている。

（２） 収蔵品展 4

・R6にロダン館開館30周年記念展を
実施、ロダンについて理解を深める
内容により好評を博した。
・企画展と関連づけた内容とするなど
収蔵品展の工夫が進んでいる。
・40周年の収蔵品展ラインナップにつ
いて検討を進める必要がある。

（３） 移動美術展 4

・R6は県ゆかりの若手アーティストに
よるこれまでにない移動美術展を開
催した。
・多様な手法による移動展実施につ
いて検討が進んでいる。

３　展示

 兵馬俑と古代中国

 ～秦漢文明の遺産～

 絶景を描く
 －江戸時代の風景表現

 みる誕生
　鴻池朋子展

 近代の誘惑
 －日本画の実践

40周年記念

企画展
・当館の歴史と特色を

生かした展覧会

・コレクションの新たな

価値を発信する展覧

会

・幅広く多様な文化に

触れる展覧会

収蔵品展
・コレクション形成の歴

史を検証し、今後の収

集活動へとつなげる

展示

・コレクションの魅力を

発見し、広くその価値

を還元する展示

・各ジャンルの作品をバラン
スよく展示
・コレクションの新たな価値
や楽しみ方の発見に結びつ

くプログラムの実施

　　コレクションを核とした展覧会、
　　学芸員の自主企画による展覧会を実施

　　40周年記念

企画展の準備

県内美術館、公共施設で開催　
（年間１～２回）

 センス・オブ・ワンダー
　：感覚で味わう美術

 糸で描く物語

　刺繍と、絵と、ファッションと。

 大大名の名宝
　永青文庫×

　　静岡県美の狩野派展

 天地耕作展（仮）

 大展示室展

 新収蔵品展

 絶景考Ⅰ・Ⅱ

 輞川図と
   蘭亭曲水図

 光－The Light

 太田正樹コレクション展

 美術館のなかの

 書くこと

 版画でひもとく聖
書
 と神話：デューラー

 新収蔵品展

 静岡の現代美術と

 1980年代

 9/3～9/14
 小山町総合
 文化会館

 9/22～10/1

 沼津市民
 文化センター

 11/19～11/27
 富士市文化会館

 ロゼシアター

ロダン館30周年

記念　描く、作る、
変化する：地獄の
門ができるまで：
素描、試作から完
成へ

 テオ・ヤンセン

展

 カナレット展

 無言館展

 石崎光瑤展

古代エジ
プト展

 中村宏展
（静岡ゆかり

ロダン館30周年
記念ロダン

ウィーク

 新収蔵品展
 新収蔵品展

本館竣工40周年記

念

 9/14～9/29
 島田市金谷生
きがいセンター
（初の試みとな

る若手アーティ
スト２名による展

４０周年記念
企画展準備
チーム立上
げ、研究会実

カナレット展関連
収蔵品展
ピラネージとローマ

石崎光瑤展関連収蔵品展
第1部 異国への眼差し 
第2部 絢爛たる花鳥図

これからの風景
（コレクションに

金曜ロード

ショーとジブリ

県内他機関と

の連携開催

 絵から読
む物語

 2000年代

 9/19～9/28 
富士市文化会館
 ロゼシアター
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年度別計画・取組実績及び進捗評価

※達成状況 5 計画を大幅に上回り推進された

4 計画を上回り推進された

3 計画どおり推進された

2 順調に推進されなかった

1 全く推進されなかった

1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） R8（2026）

項　　　目
R4-R6

進捗評価
評価コメント

（１） 館内での取り組み 4

・講義系プログラムの開催件数が増
加
・特別支援学校を含む学校団体によ
るプログラムの利用が増加
・視覚に障害のある方のための鑑賞
プログラムなど、多様な取組みが進展

（２） 館外での取り組み 2

・ボランティアによるオンラインギャラ
リーツアーを試験的に実施したが、ト
ラブル発生時の対応策等を検討中で
あり継続には至っていない。
・学校向けwebコンテンツについて
は、利用実態やニーズを把握し、今
後の開発につなげていく。

（１） 調査研究 3

・学芸課研究会が、コレクションを検
証し、その情報と評価を共有する重
要な場として機能している。
・調査研究の発表や外部機関との連
携は進展している
・調査研究に基づく自主企画展の発
案が増加している

（２） 書庫・図書室 2

・ボランティアの拡充により閲覧室の
開室日は以前より安定してきた。
・研究のための図書購入費の不足が
著しい。
・書誌情報の公開についての予算措
置は安定していない。

４　教育普及

５　調査研究

　　【一般向け】　講演会、美術講座、ボラ
ンティアによるギャラリーツアー、ロダン

館デッサン会、実技講座、ねんど・えのぐ
開放日　などの実施
　　【学校向け】　ねんど・えのぐ教室、ロ
ダン館デッサン、ボランティアスタッフとの

鑑賞、　　　　　　　　　学芸員資格取得の
ための博物館実習の受け入れ　などの

　　【一般向け】　移動美術展での関連イ
ベントの実施、出張講座　などの実施Web

コンテンツの開発
　　【学校向け】　オリジナル教材キットの
貸出、出張美術講座、図工・美術など の
授業への協力、教員研修協力

展覧会、教育普及事業等を通じた学芸員の調査

研究結果の発表

図書、作品資料の収集
図書データのデジタル化及び公開

 【評価指標7】
　コレクションを活用した
　教育プログラム 16件
【評価指標18】

　学校教育と連携した取組
　　91件
【評価指標19】

　鑑賞系プログラム実施
数
　　17件
【評価指標22】

　講演会等の開催件数

 出張講座　６件305人

 Webコンテンツの開発　２件
 教材キット貸出　27件2,221
人

 学芸課研究会　12回
 他の美術館、大学と連携

 した取組　３件
 紀要の発行　など

 蔵書データベース新規分入

力

 新規ボランティア募集
　（閲覧室担当含む）

学校向け
Webコンテンツの運用

 図書購入予算　1,159千  図書購入予算　1,000千円

収蔵品に関するシンポジウ
ム開催および記録集の刊行

 学芸課研究会　12回
 他の美術館、大学と連携

 した取組　３件

調査研究に基づく
自主企画展　３本

 【評価指標7】
　コレクションを活用した

　教育プログラム18 件
【評価指標18】
　学校教育と連携した取組
　　100件

【評価指標19】
　鑑賞系プログラム実施数
　　19件

【評価指標22】
　講演会等の開催件数

 蔵書データベース新規
分入力および遡及入力

多様な利用者のた
めのプログラム実施

ボランティアによるオンライン
ギャラリーツアー及び彫刻プ

ロムナードツアーの試行

専門書籍の書誌情報
約6,000冊分を追加公

閲覧室の整備

・検索機能の拡充
・情報コーナーと連動し

た機能強化

展覧会、教育普及事業等を通じた学芸員
の調査研究結果の発表

 蔵書データベー
ス

 学芸課研究会等　14回
 他の美術館、大学と連携

 した取組　３件

調査研究に基づく
自主企画展　４本

・蔵書データベース

 【評価指標7】
　コレクションを活用した

　教育プログラム16件
【評価指標18】
　学校教育と連携した取組
　　155件

【評価指標19】
　鑑賞系プログラム実施数
　　19件

【評価指標22】
　講演会等の開催件数

 出張講座　３件227人 
 教材キット貸出　40件5,778
人

 出張講座　５件257人 
 教材キット貸出　39件3,437
人

見えない人と見
える人のおしゃ

べり鑑賞会

 図書購入予算　2,000千円
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年度別計画・取組実績及び進捗評価

※達成状況 5 計画を大幅に上回り推進された

4 計画を上回り推進された

3 計画どおり推進された

2 順調に推進されなかった

1 全く推進されなかった

1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） R8（2026）

項　　　目
R4-R6

進捗評価
評価コメント

（１） 広報体制の充実 1
・広報専門人材の設置は難しい。
・戦略的な広報展開は出来ていな
い。

（２） 情報発信機能の強化 3

・情報公開件数は順調に増加してい
る。
・更なる整備・進展に予算確保が必
要。

（３） 教育機関との連携 2

・学校教育機関との取組数も増加し
ている。
・県内大学生に対して展覧会情報を
メール配信している。
・学芸員による大学への出講講義で
展覧会を紹介している。

（４） 観光業界、アーツカウンシルし
ずおか等との連携 3

・アーツカウンシル静岡とは具体的な
連携が進んだ。
・観光業界との連携は進んでいない
が、地元草薙の団体とはロダンウィー
クにおいて連携した事業展開が出来
ている。

７　環境・施設整備
（１） 施設の適切な管理と快適な

環境の整備
2

・講堂の音響・照明設備更新工事は
予定どおり実施した。
・中期維持保全計画に基づく施設改
修　工事の一部が翌年度以降に延期
された。
・美術館園地内は草木が生い茂り、
適切な環境整備が出来ていない。

６　広報

外部専門家を活用した戦略的な広報の展開

中期維持保全計画

（Ｒ３～Ｒ７）に基づく
施設の改修

次期中期維持保全計画
策定のための劣化診断

広報専門人材
の配置要求

ＳＮＳ等で常に最新情報を発信、

デジタルアーカイブを活用した情
報発信

県内すべての小中高生への美術館情報

の
定期的な提供、県内大学との連携、学生
への情報提供、学生による情報発信を検

観光デジタルプラットフォームを活用した
情報の提供

県下の多様な文化芸術活動、美術館周辺
地域の団体等との連携

次期中期維持保全計画

策定

次期計画（５年）
に基づく改修

施設の修繕、美術館園地の整備

 ロダンウィーク
で 地元草薙の
団体と 連携（11

 県観光協会と連
携

 教育旅行用

 県内小中高、特別支援校へ
 美術館情報を提供

 県立大、文芸大、常葉大等
学生向けに展覧会情報を提

・ロダン館１階ホール照明
　更新工事
・監視カメラ更新工事

・ファンコイルユニット更新
　工事
・レストラン給排水管更新工
事
・トイレ洋式改修工事　等

・本館外壁タイル他修繕工事

・本館非常用発電設備更新工事

・本館吸収式冷温水発生機他更

新

工事

・本館送風機更新工事

・本館レストラン空調機更新工事　

・ロダン館屋根笠木部分防水修繕

工事

・ロダン館調光装置修繕工事

・本館展示室ガラスケースドアゴム

取替改修工事

・本館ラウンジ他窓サッシ改修工

 ・講堂舞台音響設備更新工事

 ・講堂舞台照明設備更新工事等
 ・貫流ボイラー更新工事
 ・ﾛﾀﾞﾝ館受変電設備他更新工事
 ・美術館照明ＬＥＤ化工事　等

 県立大、文芸大、産業大等

学生向けに展覧 会情報を提

 県内小中高、特別支援校
 へ美術館情報を提供

 ロダンウィーク
で 地元草薙の
団体と 連携（11

 県観光協会と連
携　  
 教育旅行用 
資料作成（7月）

デジタルアーカイブ情報発信

作品作家情報公開
更新288件
現代美術関連資料
公開9,534件

図書情報公開23,293件

広報アドバイザー

による効果的な
ＳＮＳ運用他

高精細画像追加

 大学への学芸員出講による地域連携

デジタルアーカイブ情報発信
作品作家情報公開
更新749件

現代美術関連資料
公開12,088件
図書情報公開29,923件

 大学への学芸員の出講
・県立大学（６月、７月)

・静岡大学（５月、６月、１
月）

 大学への学芸員の出講
・県立大学（６月、１１月)

・静岡大学（５月、１２月）
 ・県文芸大学（６月、１月）
・東京芸大学（４月）

広報専門人材
の配置要求

デジタルアーカイブ情報発
信

作品作家情報公開
更新432件
現代美術関連資料

公開13,603件

 県内小中高、特別支援校
 へ美術館情報を提供

 県立大、文芸大、産業大等学

生向けに展覧 会情報を提供

施設の修繕、美術館
園地の整備

 ロダンウィークで 

地元草薙の団体と 

連携（９月）

 アーツカウンシル
主催研究会参加

 ナイトタイム

コンテンツ で

Vチューバと

連携（２月）

ロダンウィークで 
静岡大学・常葉
大学と連携
また地元草薙の

団体とも連携

 大学への学芸員の出講
・県立大学（７月)

学校連携強
化のための
人員配置
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年度別計画・取組実績及び進捗評価

※達成状況 5 計画を大幅に上回り推進された

4 計画を上回り推進された

3 計画どおり推進された

2 順調に推進されなかった

1 全く推進されなかった

1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四 1/四 2/四 3/四 4/四

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） R8（2026）

項　　　目
R4-R6

進捗評価
評価コメント

（２） 来館者の満足度向上のため
の取り組み

4

・彫刻プロムナード再生のクラウドファ
ンディングを実施し２作品を修復し
た。併せて作品周辺の低木伐採やベ
ンチ修繕、銘板補修、石畳洗浄など
プロムナードの環境整備を実施した。
・展覧会以外の来館者サービスとして
館内レストランと連携し展覧会限定メ
ニューを継続して提供している。
・シェアサイクルステーション誘致、情
報コーナー自販機設置など来館者の
満足度向上に取組んだ。

（３） 駐車場、収蔵庫の整備 3

・収蔵庫内の収蔵スペース確保のた
め棚を新設した。
・駐車場不足は隣接する県立大学の
駐車場を臨時開放して対応したが、
障害者等用駐車場を含め白線引直し
等来館者が利用しやすい環境整備
が十分ではない。

（１） 運営基盤の拡充 3
・助成金の獲得は継続している。
・ふるさと納税及び地方創生応援税
制の活用など収入確保に取組んだ。

（２） 業務の効率化 3
・ペーパーレス化の推進を図った。
・広報物送付先の見直しを行った。

（３） 企業との連携強化による
運営の充実

3

・初めてR6企画展に対して直接的な
企業協賛が実現した。
・企業側からの美術館に対する継続
的な支援体制の確立に向けて働き掛
けを行う。

７　環境・施設整備

８　運営

 館内の通信
 状況の改善

 キャッシュ レ
ス 決済 導入

駐車場、収蔵庫整備の検討

経営者協会全会員に令和４
年度美術館年間スケジュー

ルや企画展のちらしを配布

来館者の意見等に対する対応

事業の効率化及び経費削減の取

組

 第三駐車場等
 白線 引き直し

 情報コーナー整備
　・チラシ配架
　・一部図録も配置

経営者協会交
流会３会場で
セミナー講師
として館長が

ふじのくに応援寄附金（個人）
積立制度

「輞川図と蘭亭曲水図」展で
タカシマヤ文化基金から助成

 キャッシュ レ
ス 決済 拡充

  情報コーナー
  改装,利用目的   
  拡充

 館内写真撮影基

準の改善

・ペーパーレス化の推進

芸術文化振興基金から助成

彫刻プロムナード環境整備（作品修復、文化
観光推進事業と連動）

バス乗り場、駐輪場

の塗り替え

 展覧会限定メニュー提供

文化観光推進事業（文化庁

三井住友信託銀
行と遺贈協定の

合意・締結

広報物送付先の見直し

シェアサイクルス
テーション設置

企業協賛を活

用した企画展
イベントの充実

彫刻プロムナード環
境整備
（作品修復・ベンチ）

収蔵庫内棚の新設整備

事業の効率化
及び経費削減

 展覧会限定メニュー提供

芸術文化振興基
金助成申請

花王芸術・科学
財団芸術文化活

動助成申請

情報コーナー

自販機設置

４０周年に向け
た企業協賛働

き掛け

 継続的な企業
連携制度の構築

 文化観光拠点施設を中核とした地域における

　　　文化観光推進事業（文化庁補助事業）活用

 継続的な企業連携制
度の運用

 展覧会限定メニュー提供

収入確保の取組
（外部資金の確保、法人メンバーシップ）
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【資料５】

設置者の取組状況
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令和６年度 設置者（県）の取組状況

１ 文化振興の取組

これまで実施してきた文化プログラムや東アジア文化都市等の活動を踏ま

え、あらゆる県民の創造的な活動の活性化と、県民が文化芸術に触れる機会

の拡充を図りました。

（１）共生社会の実現に向けた取組

文化芸術を通した共生社会の実現を目指し、県内最大の総合芸術祭「ふ

じのくに芸術祭」と「静岡県障害者芸術祭」を一体化し、ふじのくに芸術

祭の１部門として「障害者文化芸術部門」を新設しました。「障害者文化芸

術部門」をふじのくに芸術祭美術部門の展示と同時開催することで、県民

が多様な表現活動に触れる機会を提供しました。

（２）新文化施設（旧ヴァンジ彫刻庭園美術館）の利活用

令和６年２月に寄付受納した、旧ヴァンジ彫刻庭園美術館について、東

部・伊豆地域の文化拠点の 1つとなる県の新文化施設として、効果的な利

活用を図るため、有識者への意見聴取及びサウンディング型市場調査の結

果などを踏まえ、利活用計画を策定しました。また、モデル事業として、

長泉町や民間企業等と連携したイベントを開催し、文学や音楽をテーマと

したマルシェイベントでは、約 2,500 人の来場者が訪れるなど、新たな賑

わい創出の可能性を示すことができました。

今後、民間活力を最大限活用可能なコンセッション方式による運営を目

指し各種必要な手続きを進めるとともに、運営開始までの間、施設を有効

活用してまいります。

会 期 会 場 備 考 来場者数等

西
部

令和６年
９月 28 日(土)

～10 月６日(日)

クリエート浜松
(アトリエ、講座室ほか)

美術部門美術展と
同時開催（同会場、

別フロア）

来場者：601 人
一般公募作品出

品数：62 点

中
部

令和６年
11 月 27 日(水)

～12 月１日(日)

県立美術館
(県民ギャラリーＡ)

美術部門写真展と
同時開催(同フロ

ア)

来場者：659 人
一般公募作品出

品数：17 点

東
部

令和７年
１月 22 日(水)
～１月 26 日(日)

プラサヴェルデ
(市民ギャラリー)

優秀作品展（美術

部門・障害者文化
芸術部門）と同時
開催（同フロア）

来場者：705 人
一般公募作品出
品数：130 点
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（３）文化施設の新たな取組

令和７年度は、県文化施設や文化団体による、県内各地での文化体験の

機会拡大関連事業を進めます。具体的には、インバウンドを含む県内外の

誘客を図るため、文化施設の夜間活用や収蔵品のデジタルコンテンツ制作

など、新たな体験機会の提供による魅力の発信に取り組んでまいります。

２ 美術館の修繕

県立美術館は昭和 61年４月に開館し、令和６年度で 38 年目となりました。

そこで、文化政策課では、行政経営課と連携し、令和６年度に行った劣化診

断業務委託の結果をもとに中期維持保全計画（５年間の修繕計画）を策定し、

修繕工事などを計画的に進めています。

(１)劣化診断の結果（R6）

(２)中期維持保全計画 （単位：千円）

※Ｒ７に次期計画を作成

区分 部材・設備機器 症状 対応方針

建築 屋上防水 劣化 修繕

屋外ベンチ 劣化 更新

防火扉・防火シャッター 既存不適格 改修

天井ボード 雨漏りにより撤去済 更新

外壁 タイルに浮き 修繕

電気 受変電設備 耐用年数超過 更新

照明器具 照明効率の低下 改修

光電スポット感知器 劣化 更新

機械 貫流ボイラー 劣化 更新

空調機インバータ 故障頻発 更新

中央監視装置 耐用年数超過 更新

R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計

委託料 9,767 4,802 10,848 6,026 0 - 31,443

工事費 170,797 240,511 153,533 311,256 184,000 - 1,060,097

合計 180,564 245,313 164,381 317,282 184,000 - 1,091,540
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(３)令和６年度の美術館改修工事

項 目 内 容

工事期間 令和６年９月～令和６年 12 月（４か月）

金 額 149,677 千円

改修工事

の 内 容

本館講堂舞台音響更新、本館舞台照明更新、ロダン館非

常用発電設備更新（Ｒ６～７）
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別添資料
































































































































































































































